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ワークショップ議事録

会場：琉球大学総合研究棟703室

曰時：２００３年１２月１３日（士）１３:00～1３００

次第（司会：高良倉吉）

○研究の全体展望高良倉吉

○個別問題提起

歴史学分野山里純一

民俗学分野赤嶺政信

言語学分野狩俣繁久

○総合討論（質疑応答含む）

豊見山和行深澤秋人渡辺美季深瀬公一郎

鈴木寛之

（発表順）

Ｌ研究の全体展望

高良倉吉

トカラをどのように位置付けたらよいのか、そのことについてお話したいと思います。

まず－番目に、我々の当初の出発のテーマでありました「琉球圏」の検討対象としてのト

カラについてです。琉球圏は奄美を含めてどこまで広がるかという、そういう検討対象と

してのトカラ。これは下野敏見'先生が出した問題でもあるわけですが、それを含めて基層

文化という概念をどのようように考えるか。そして、その基層文化がどのような歴史的な

プロセスを経て変化していくのかという問題があると思います。今回トカラをやってわか

ったことは、トカラというところはけつこう外からの移住者、例えば奄美からの移住者な

ど住民の入れ替えがあり、その辺りの状況も含めて､ではトカラをどのように考えるのか、

という微妙な問題が含まれていると感じました。

それから二番目は、琉球・ヤマトを往還する通過点としてのトカラの問題です。七島灘

という象徴的な言葉もありますけれども、さまざまな船、人、もの、情報たちがこの海域

を通過する。ヤマトと琉球列島の往還ルートというような場所として位置づけられるだろ

うということです。

三番目に古琉球辞令書の発給範囲に言及したいと思います。とりあえず現時点の研究で

は、トカラはこの辞令書発給範囲に入ってない。その状況の前提として、トカラをめぐる

琉球と特に南部九州との歴史的なかかわりの問題や、例えば琉球で辞令書体制ができてい

たときの、それが王国体制なわけですけれども、琉球にとっての内部と、それ以外の周縁

’しものとしみ（元鹿児島大学教授）
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という関係の中でトカラを考えるというのは是か非かという問題となる。

四番目に隠蔽政策としてのトカラがあげられます。なぜ隠蔽政策にトカラや宝島という

ような用語が使われたのかという問題､それから高良由加利さんがやっていますけれども、

七島というものが、近世琉球にとってリアリティをもった存在としてその内容をつめてい

けるかというようなこともあるだろうと思います。

五番目に、今日その話題が豊富に出ると思いますが、漂着地帯としてのトカラがあげら

れます。交通の通過点でもありますし、七島灘という言葉にも象徴される海の難所でもあ

るので、漂着はかなりありました。周辺のアジアのさまざまな諸活動というものがトカラ

に漂着し、漂着地帯としての状況をつくりだしているということだと思います。

六番目に近世史の問題として琉薩間の海運の問題があって、特に大和船についてですけ

れども、その運航状況についてはいくつか触れられていますが、真正面からこの大和船の

運航状況を議論した研究はまだありません。しかし、わかっている'情報では水主等の担い

手としてのトカラ衆、七島衆がいる。それについて海運史のなかでどのように考えられる

か。特にトカラ人の参画、関与の問題です。

それから七番目、これは現代史のはなしですが、７年程度の米軍政下にトカラがあると

いうことについてです。沖縄側の戦後史研究もいろいろと始まっていますけれども、全体

としてみると琉球史研究のなかで戦後史は相当立ち遅れていて、沖縄の側から奄美、トカ

ラ、そういった地域を視野に入れた軍政下の初期状況の戦後史像というものがまだ描かれ

ていないという問題があります。現代史の問題としてトカラがいま欠落しているというこ

とだろうと思います。沖縄の人にとっては特に悪石島あたりでの対馬丸の遭難に象徴され

るような、相当な被害を出した海域としてトカラのイメージがあります。

もうひとつは、トカラ側の復帰運動というか、米軍政下から日本に復帰するということ

についてです。『十島村誌』もいろいろ書いていますけれども、あの叙述では、十分な復帰

像というものが描かれていない。奄美や沖縄と比較しながら、議論できるような歴史叙述

がどうもないということですね。

八番目に戦後密貿易の拠点としてのトカラがあげられます｡１９８０年代のはじめに沖縄国

際大学の石原昌家さんが、与那国を拠点としたその密貿易の状況について一冊のルポルタ

ージュをすでに発表しています。それが戦後の密貿易状況を描いた最初の大きな仕事だっ

たのですが、２年ほど前ですかね、密貿易にかかわった与那国出身の人が沖縄タイムスか

ら「密貿易島」という与那国の状況を描いた本を出版しました。それから奄美の名瀬市を

拠点にするサネンバナという女,性史研究グループのリーダー佐竹京子さんという方が中心

になって、「軍政下奄美の密航・密貿易」という大変すぐれた本を最近お出しになっていま

す。私も読んだのですが、それらの本で終戦直後の密貿易、密航状況について一定のラフ

スケッチが描かれています。実は、北端の密貿易の拠点が口之島だったことがわかってき

たわけですが、「十島村誌」はこの状況を、さらりとしか書いてなくて、しかも独自の調査

をしておらず、佐竹さんたちのサークルの機関誌に書かれたものを少し料理した記述しか
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ない。トカラが戦後密貿易状況にどう関わったかという問題がよくわからないということ

があります。１１月のはじめに私は口之島にちょっと行って来たんです。口之島の人たちに

密貿易状況、島人がどう関与したかという話を少し聞いてきましたけれども、このような

現場についての調査研究もやっぱり必要ではないだろうかと思います。口之島というのは

ご存知だと思いますが、集落は東側にあるんですね。前之浜という海岸に面した高台にな

ったところに集落がありまして、その反対側の西の方、そこの浜を西之浜といっています

が、昔からそこが港に使われていたようです。つまり密貿易の拠点だったんです。現在は

フェリーが接岸する港ですけれども、戦後、密貿易が盛んになるまでは、そこには船具と

かいったものを置いておく小さな小屋が数戸建っているくらいで、人家も全くないような

ところだったらしいのですが、そこが突然密貿易の拠点になる.島の人間たちの役割とし

ては、掘っ立て小屋をつくって密航者や密貿易者たちにリースするとか、荷役作業を手伝

うとか、そのような関わりを直に聞いてきました。いずれにしても奄美・与那国の状況が

描かれているにもかかわらず、トカラが密貿易に関わった状況がまだ十分に描かれていな

いということだと思います。

それから九番目はちょっと大きな話ですけれども、このような言い方が正しいかどうか

はわかりませんが、奄美を含んだ琉球の歴史像を構築する上でのトカラというのは－体な

んなのだろうかという問題です。みなさんお読みになったと思いますが、奄美史をやって

いる弓削政己2さんが「十島村誌」出版の際に、奄美の側からトカラをどう読むか、という

問題提起を南海日日新聞に書いています。この文章は、本人の同意が得られれば今回出す

報告書の後ろの方に参考論文としてぜひ掲載したいと考えています。佐竹さんや女性史グ

ループがやった密航、密貿易の状況を通して、奄美がトカラにどう関わっていたのかとい

うことが見えるような記述もありますので、奄美史にとってのトカラは何だろうかという

点もあげられます。奄美からトカラヘの移住者の問題もありますし、一時期は大島郡に十

島村が所属していたわけですから、関わりが深いんです。しかし、奄美を描くときにトカ

ラがなかなか射程に入っていないという問題も存在しているんだろうと思います。琉球史

という歴史のイメージを考えるとき、その問題はどのように受け取られるべき問題だろう

かということがあるだろうということです。

十番目は私もよくわからないんですが、アジアという海域史にとってのトカラはどうい

うふうに位置づけられるだろうかという問題があるような気がします。トカラ史というか、

トカラ文化を様々な角度から考えるわけですけども、トカラ史というものを認識する主体

の問題です。琉球からの眼差しとか、奄美からの眼差し、近世日本からの眼差しでもいい

わけですけれども、主体としてのトカラというものを我々はどのように考えるべきだろう

かということです。

特に琉球史のなかの古琉球論でいうと、中世日本の東アジア海域における様々なネット

２ゆげまさみ（奄美史研究者）
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ワークのなかで、多様な活動があるわけですけれども、そういったダイナミックな状況の

中にトカラを位置づけて議論する。そういった状況をつくれるかどうか、というのがひと

つ課題なのかなと思っています。

２．個別問題提起

山里純一

古代史の資料のなかでトカラというふうに読めるものはいくつか出てきますけれども、

これまでの研究でこのトカラがいわゆる十島村のトカラ列島ではないということはほぼ明

らかになっています。できればトカラ列島にもっていきたいという気持ちはあっても、妻

が舎衛の人であるとか、海見島に漂着した後、日向に漂着したとあった。そういう記事を

見る限りにおいては、いわゆるトカラ列島のトカラではないだろう、多分タイあたりの国

からやってきた人ではないか、というのが現在の通説にほぼなっているわけです。そうい

うことになりますと、古代史のなかに、私が研究対象としているトカラ列島の史料は皆無

ということになります。そういうわけで大変厳しい状況にありますけれども、トカラに直

接関わらなくても少し関連付けられるかなと思うのは、やはり遣唐使航路の南島路ぐらい

でしょう。南島路というのは遣唐使が中国への往還に採った航路の一つでありまして、こ

の南島、すなわち、奄美・沖縄を経由する航路が正式な航路として認定されていたかどう

かという問題があります。

これについてはいろいろ議論がありまして、私も以前この問題に関わったことがありま

す。私自身は南島路の存在を認めるという立場をとっておりますけども、史料が限られて

おりまして、確実に明確なかたちで南島を経由しているということがわかる史料はプリン

ト－枚目にあるものだけなんですね。第９次遣唐使と第１０次遣唐船のいずれも帰路に関

するものです。

天平４年に任命された遣唐使は、翌年唐に渡りますけども、その時の史料はなく、帰る

時に恐らく４船で蘇州を出発したと思われますが、途中悪い風、ヤナカジが吹いて４船ば

らばらになってしまうわけですね。第一船と第二船に関しては史料がありまして、『続日本

紀」の記事によれば第一船に乗った遣唐使たちが多補島について、そして都に帰ってきて

います。それから第二船も蘇州を出発して間もなく漂流しますけれども、南海に入って中

国に戻った後に、日本に帰るために再度出発しまして、随分遅れますけども無事天平８年

に帰ってきたという記事があります。この第二船に関しては、「続日本紀」ではどういうル

ートで帰ってきたかということは出てまいりません。しかし正倉院文書として残っている

天平８年度の薩摩国正税帳の支出項目に遣唐使第二船に対して食糧を支給したことが出て

まいりますので、天平８年度には少なくともこの遣唐使船の乗組員が、薩摩国を通過した

ことがわかります｡薩摩国を通過したということは､そのあたり史料はありませんけども、

おそらく直接薩摩の国に漂着したのではなくて、第一船同様多禰島、あるいはそれ以南の
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どこかの島に着き、南島を経由して薩摩国に上陸したのだろうというふうに考えられます。

その次の天平勝宝４年に派遣されました遣唐使の場合は、これも往路については記事が

ないのですが、帰国に際しては鑑真を連れて帰ったということもありまして、『唐大和上東

征伝」という淡海三船が書いた鑑真の日本渡来に関する本のなかに詳しく記事が出てまい

ります。この時も４船同時に蘇州を出発しましたが、そのうち第一船と第二船、第三船が、

いわゆる「阿児奈波島」に到着します。第四船はどうも後の史料によると、海上で船尾部

に火災が発生したようでありまして、それで船団から離れて漂流するという運命をたどる

わけです。阿児奈波島に着いた第一船・第二船・第三船は奄美に向けて出発しまして、屋

久島に着いた後、第二船と第三船は無事入京しています。ところが第一船は座礁・漂流し

てベトナム方面について、結局入京を果たせませんでした。しかし出発して間もなく火災

で漂流した第四船の方は入京を果たしています。このように、鑑真を乗せた第１０次遣唐

使は、間違いなく帰路に南島を経由しています。史料的に以上の２例しかない中で、果た

して南島を経由する航路というものを正式な公式な航路として認めることができるだろう

かということが、議論になっているわけです。

南島路を正式の航路として認めない人は、史料はすべて帰路に偏っているという事、本

来なら五島列島を目指して出発した船がですね、たまたま五島列島にたどり着けずに、漂

流されて南島の島々のどこかの島にたどり着いたため、結果的に南島を経由したというこ

とを指摘します。あくまでも結果に採った航路が南島路で漂着路といいますか、そういう

名称でもって呼ぶべきだ、というわけです。南島経由を偶然と見るか、最初から意図した

ものと見るか、大変難しいわけなんですね。

見方によっては双方の解釈も、いずれも解釈論としては成り立つというふうに思うわけ

ですが、いくつかの理由で、私自身は少なくとも意図的に南島路を経由したのだろうと思

っています。その理由の一つに、プリント２枚目の史料にある『続日本紀』の天平勝宝６

年の記事に出てくる南島に立てられた牌があげられます。これは遣唐使のために、南島に

牌を立てたというものです。これは多分、板に書かれていたもので、その島が何という島

であって、どこに港があって、水のありか、それからこの島から見える向うの島は何とい

う島である、どのくらいの距離があるというようなことを書いた牌が南島の島々に立てら

れていたということであります。天平７年に立てられたものが、次の遣唐使の時には腐れ

てあまり役立っていなかったので、立て替えたという記事なんですね。こういう牌を単な

る漂着のためというより、もっと積極的に南島経由の際の目印としていたというふうに考

えるわけなんです。それと、この南島路というのは、大宝元年の遣唐使から採用されてい
くた

るという点です。もちろんそれ以前に白惟４年の６５３年(こ、遣唐使がですね、薩摩の曲の

竹島のところに漂着し命からがら助かって入京を果たしたという記事があります。２人の

大使がそれぞれ１２０人の船に分かれて乗船し出発しますが、そのうちの第二船の大使高田

根麻呂という大使が乗った船は120人の乗組員とともに遭難してしまうんですね。そのう

ちの５人だけがかろうじて助かって竹島に漂着して、そこからいかだをつくってまた京に
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戻ってきたというわけなんです。この薩摩のところで遭難したという白推４年の遣唐使と

いうものが、南島を経由することを目的として南に下ってそこで遭難したというふうにみ

るのか、この頃は北路といいまして、朝鮮半島の西岸を通る航路ですが、行く途中に、風

に押し戻されて薩摩のあたりで遭難したとみるのか、という問題はあります。どうもこの

史料による限りでは、やはり南のほうに下って行ってそこから行こうとした形跡がなくも
せんしよう

ないということで、南島経由の先R從と一応みなされるわけですけれども、`恒常的に南島を

通るようになるのはやっぱり大宝元年以後の遣唐使なわけです。その大宝元年というのが

大宝律令の制定にどうも合せていることから、律令法典の具備を唐に示す目的であったと

思われます。

南島に鑓護というのが数年前に派遣されていますが、これも南島路の開拓と関係があ
るのではないか。白維４年に南島経由で渡ろうとした形跡はあるが、いきなり安全な北路

から東シナ海を一気に渡るというのは心理的にかなりの抵抗があったと考えざるを得ませ

ん。やっぱりそのころから南島と大和の国家との間にはなんらかの情報がかなりあって、

中国と沖縄の間は、航路もある程度整っているというのをどうも情報としてもっていたの

ではないかと思うわけです。奄美・沖縄まで行けば、そこから中国へわたるのは安全であ

るという`情報をもとに大宝元年の遣唐使からは南島を経由する航路の採用に踏み切ったの

ではなかろうかというふうに思うわけです。

そこで、南島路を正式な航路とした場合に、史料には出てきませんけども、どういうコ

ースで、トカラを通過したのかということが問題になります。２枚目のレジュメを見てく

ださい。下野先生があげている藩政時代の帆船の航路図ですけれども、これによればトカ

ラ列島の西側を通っており、恐らく遣唐使もこのようにトカラ列島西側を通ったであろう

と下野先生は推測しています。

奄美から屋久島まで相当の距離がありますから、古代の史料には全く現れませんが、ハ

プニングが生じた時にはトカラヘの寄港もあったのではないか、そのことの物証が考古学

的に得られればいいなというふうに思うわけであります。

トカラに強引に結びつけて、以上で私の報告を終えたいと思います。

以下の方々の個別問題提起の内容については、本書の各報告を参照してください。

豊見山和行「虚構と実像の錯綜する島＝トカラ－近世琉球におけるトカラの歴史的役

割一」

深澤秋人「琉球・薩摩交流史の痕跡一トカラ列島の北西部海域をめぐる調査報告一」

渡辺美季「近世トカラと漂流・漂着一中国・朝鮮との関わりを中心に－」

深瀬公一郎「環シナ海域圏におけるトカラ列島一「七島」から「宝島」へ－」

赤嶺政信「トカラの民俗一沖縄との比較のための覚書一」
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鈴木寛之「中之島西区における墓制調査の概要」

狩俣繁久「九州方言と琉球方言のはざまで－トカラ方言の位置をかんがえる－」

３．討論

深澤：では、すみません。私からでよろしいでしょうか。私のレジュメの５番のおわりに

というところですが、若干補足というか、お話させていただければと思います｡わたし

に機会をたくさん与えていただけて感謝しているんですが、一番多く県外に行っていま

す。２００１年８月の合同調査の西郷南州顕彰館で話す機会があったかと思うんですが、

そこで大きく分けて二つのことをいいました。それがレジュメの二つなんですが、港の

呼称と地理的景観、中近世期のそれぞれの時期での機能につきましては、港湾といいま

すか、船の停泊地といいますか、それを示す呼称としまして、たとえば浦であるとか、

柏であるとか、津であるとか、浜であるとか、港という言葉があって、それと地理的な

景観には関係があるのか、というようなコメントをしたかと思います。

しかしながら、それは本当に時代的には幅があるわけですから、その機能には時期的

な変化もあると思います。流通全体で言いますと、ある時期においては製造、集積、集

散、売却、消費される一連の流れの中で一体どこで機能していた港なのか、ということ

をやはり考えなければならないと思いました｡本日、深瀬さん・渡辺さんからもあった

んですが、結局トカラには港がない、と。私も港湾、港らしきものがないというふりだ

しに戻っています。

奄美大島の宇検に関しましては、それはほんとにもう地理的な条件では港として抜群

のところです｡中之島はごらんになったとおりで、ロ永良部島は２本の岬がはり出して

いる、非常にいい港があります｡屋久島の－湊という、「名勝図会」にも琉球船が停泊し

たとある、そこにも行きました。さらには黒島、硫黄島のほかにも薩摩半島では山川・

枕崎、枕崎は近代以降発展しますが、泊・久志まで行ってまいりました。さらには錦江

湾、鹿児島ですが、前之浜は防波堤の先ということになるんですが、埋め立てられた防

波堤がだいたいどのあたりであったのかを歩いてまいりました。さらには甲突川河口部

に船手座という、トカラを管轄していた役場が甲突川の河口にありまして、それが２回

移動しているんですが、その２箇所とも確かめてまいりました。港というより、ドック

といった方がいいかもしれません。さらには)||内川河口にも行ってまいりました。先ほ

ど渡辺さんからの報告で、トカラの船の船頭が、泊の人が勤めている、といったのがあ

りましたよね。

渡辺：はい。諏訪之瀬です。
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深澤：諏訪之瀬でしたか。それで、その船はどこにとどまるのかと。中之島で高良先生と

話した記憶があるんですが、一体出発地はどこなのか、結局振り出しに戻ってしまった。

トカラの船ということなんですが、どこからきたどういう船なのか、どこにあるのか。

私は特に屋久島の北を意識して何回も行かせてもらったんですが、写真で御覧いただき

ましたような港があります。ですから、トカラの船は一体どこにいたのか、周辺の島を

考えてみたところ、いい港があるのは口永良部島とか屋久島あたりなのか、と思ったり

しました。さらにはトカラ列島といいましても、狩俣先生の方言のご報告でもありまし

たが、三つに分かれるかもしれないと。それこそ行政区をこえたまとまりが、行政区の

なかにもいくつかのグループがあるのではないかと思います。屋久島の北側の島襖を訪

れてみましたら、例えば口永良部島ですと口之島が見えるらしいんです｡あとでコピー

をお見せしようと思ったんですが、『ロ永良部島の歴史』という冊子、屋久島高等学校

の先生が書いたものらしいんですが、口之島の密貿易が口永良部までつながっていたと

いう記述もあるんです｡ですからトカラ列島のなかでまとまりを考える、ということよ

りも、屋久島の北はもちろん、大隅諸島ともつながっていくというヒントを与えられま

した。

そしてさらには、竹島の北側から錦江湾の口が見えるんですよ｡開聞岳と佐多岬がは

っきりみえました。さらにはその、黒島につきましては港から野間岬が見えたほかにで

すね、これは非常にびっくりしたんですが、甑島の花火が見えると。さらには一番高い

所に行くと、年に何回かは下甑島の島影も見えるらしいと。中之島をめぐる伝承も存在

しているんだ、ということにも触れました。

トカラ列島のなかでいくつかにもちろんわかれるんですが、それだけではなくて北と

つながっているということを踏査して改めて強く感じた次第です｡ですから行政区はも

ちろん、大隅諸島、トカラ列島というくくりだけではなく、それがさらにそのなかで完

結しないで面として広がっている。それが海域につながっていくと。深瀬さんが報告し

た、大隅・日向海域への連続性ということも肌で感じました。２年前の西郷南州顕彰館

でのコメントの宿題は残ったままなんですが、ヒントをいくつか得ることはできました。

豊見山：先ほどの深澤先生の報告に関連して、それと渡辺さんに対してもうかがいます。

七島というのはいい港がないということと、ではどうしてそういう海運業がさかんであ

るのか、という非常に矛盾した状況があるんですけれども、それは実は矛盾してなくて、

久高島もそうですよね。いわゆるいい港があって、そこが拠点になるというのではなく

て、そこの人間達が島にあまりいなくて、各地を移動し、島に帰ってくるのは時々、と

みていいでしょうか。そういう状況から考えると、七島の人間達は常に七島を拠点にし

て動いているという、七島出身であるということはあっても、薩摩とか、琉球などで移

動する、移動しながら商売なり交易をするという、そういう性質の人々と思われる。そ

ういうふうに考えると、必ずしもいい港がなくても、海運業というのは成り立っている
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のではないか。久高や渡名喜もそんなにいい港があるわけではなくて、そういう島であ

りながら、海運業に従事せざるを得ないという側面も一つあるのではないかということ

を感じました｡おそらく、近世のトカラ、七島の人たちというのは、自分のホームグラ

ウンドの港は、必ずしも七島になくてもいいのではないのかと感じました。

では、七島の船はどこでつくっているのかという問題が残ります。七島で作っている

とは考えにくい｡屋久島などやっぱりネットワークがあって、そこらへんに資金を提供

して作らせて、運用していたのではないか。これは久高もそうですよね｡久高の船頭た

ちは自分で船をつくるわけではなくて、ｊ中縄の東海岸あたりと関係している。そういう

意味では、港の問題というのは、非常に印象深い問題だと思います。

それから深瀬さんのにちょっとコメントすると、七島衆が王府の役人に任官している

という史料４ですが、新参１世重時照喜名親雲上が役人になったということですよね。

役人というか士族になったということですよね。その父親が七島口之島の住人で、松本

壱岐重次。こういう人物達というのは薩摩の征服前、あるいは征服直後には沖縄島に結

構いて、沖縄から出られなくなった状況の中で沖縄の人間に吸収されていく。直接その

人が士族になる場合もあるし、その子どもから士族になるということもある。だから任

官というよりも、士族身分の獲得ではないかと思います。もちろん士族になれなかった

大和人もいっぱいいたのではないのか。その人たちは家譜がないのでくわしいことはわ

からないが。家譜がある人だけをみると、ほかの堺だとかいろんなところからの人間達

が士族の中に入り込んでいる。士族になることと役人になることとは別ではないかと思

います。

高良：ありがとうございました。豊見山先生が出したコメント、深瀬さんが出した問題と

からんできて、トカラというのをトカラの島々につなぎとめて発想するのではなくて、

トカラというのは拠点だったかもしれないけれども、彼らが漂っている形を海民とか海

上勢力とか、もうちょっとフットワークのいいトカラ衆、七島衆というのを考えて、ど

こかで船をつくり、どこかで船を借りているかもしれない、どこか条件のいい港を使っ

てそこを拠点にして様々なネットワークを使ってビジネスをしたりするという、まさに

深瀬さんの海域イメージから捉えると説明ができる。

トカラの島に僕らがはじめていった時、こんなところでは船もつくれそうにないし、

造船場の立地条件も悪そうだし、大木なんかもなさそうだし、いい港湾もない。例の口

之島の密貿易状況ですけれども、島の人に聞いたら港湾が整備されはじめるのは１９６０

年代以降なんですよ。５０年代後半辺りから小さなバースができたりするんですけれども

密貿易時代はどうしたかと聞いたら、やっぱり大きな船は沖待ちするんですね。はしけ

を島の人間達がだして、そこで小銭を稼ぐということをやったりする。口之島の場合、

潮の干満で、前之浜は珊瑚礁が発達していて、天然の珊瑚の割れ目に、ちょっと津ロが

あって、満潮の時は、そこをつかって中型の船がはいれたんだけど、短い時間だったら
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しい゜昔から港湾の悪い条件のもとで密貿易が行われている。だから座礁事件なんかも

あったようです。

深澤さんのコメントについては、口永良部は北緯３０度の北にあるために、米軍統治

を受けていないが、口永良部や硫黄島であるとか、北の島々のネットワークがトカラま

でやってくるんです。だから船の問題でいうと、そういう議題でいいのではないか。港

とか船の問題とかですね。それが多分、豊見山さんや深瀬さんが指摘しているみたいに、

近世あたりになってそれらの海域世界が再編されるというんです｡その段階でトカラは

新しい状況の中に再編成されて位置づけなおされる。彼らの海域世界とのかかわりから

いえば、’性格的に変容してしまうと思ったんですが、いかがでしょうか。

豊見山：付け足しですが、山里先生の古代のトカラ、七島あたりを横目に見ながらの航海

の問題について。南島路では寄港するという意識はあるのでしょうか。万が一遭難した

ら寄港できるということは想定しても、島に寄りながらというふうには、どうも・・・。

山里：僕もそれは考えたんですけど、先ほどの話と矛盾しますが、トカラの島影をみなが

ら奄美から一気に屋久島や種子島までいったのかな。島に立ち寄るということは確かに

むつかしい、とは思いますね。

豊見山：ついでに、渡辺さんが紹介した、七島へ寄港、艀舟で上陸、その下の史料に「然

者七嶋之内へ異国舟到着候虚、さんはん」とある。さんばん、小船。これで陸揚げをし、

ということですが、どうも七島の島々に渡るときには、具体的にどの島かはわかりませ

んけれども、直接接岸できないということがあります。それは珊瑚礁の島もそうですけ

れども。そのこともトカラの特徴として見られるのではないかと思います。

渡辺：さきほどのっけたしというか､一つは漂着民たちは船を直して出船しようと思って、

木を下さい、材木を下さいと最初いうんですけれども、ないといわれてガクッとくると

いう、材木もないし港もないという様子がでてくるのが、さきほどの大きな木がないこ

とに結びつくかと。あともう一つは、紹介した例なんですけれども、先ほどのその諏訪

之瀬船の船頭が泊の人だったというのは、諏訪之瀬の人があの船頭やってたみたいなん

ですけど死んでしまったみたいなんですね、琉球で。そこでバトンタッチして、乗って

いた傳兵衛という泊の人に頼んだということみたいです。

それから『通航一覧』という史料に、乗っていた者全員の宗教と、出身地と、名前と

年齢が出ているんです。七島も含めて鹿児島の人たち全員どこどこの者、と書かれてい

るんですが、琉球の水夫だけは那覇百姓というふうに、百姓とかいていて、こういう書

き方の違いに何か意味があるのであれば、他の先生方に教えていただきたいと思うので

すが。
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豊見山：その点については私もわかりませんが、私の先ほどの報告での奄美に漂着した中

国船を宝島商船とする問題ですが、これは「清代中琉関係梢案続編』を使ったんですが、

全く灯台下暗しで、評定所文書第１巻にありました。それをみたら、ちゃんと名前がで

てました｡中之島孝左衛門船3とでていて、詳細な奄美と琉球のやりとりの状況がわかり

ました。それから『歴代宝案』にも、そのいきさつが結構あります。ですから、宝島の

商船というのは、具体的には中之島の船であるということで実態に近い状況の船とみて

よい、大和船という薩摩沿岸の船ではなくて、トカラの船であるということははっきり

しました。ですからその嘘八百を並べたような状況ではどうもないようです。

高良：評定所文書には確か中国船が奄美大島のほうで座礁して、積荷が重すぎて大和船に

分載する、大和船のほうは無事に運天につくんだけれども、中国船は伊平屋島近海で難

破する、あの座礁船。

豊見山：そうです。第一巻はよく読んでるつもりだったんだけれども､すっかり頭から消え

てました。

深澤：質問してもよろしいでしょうか。

深澤：史料のなかでの地名表記と実態との関係ということですが、豊見山先生がご紹介さ

れたさきほどの梢案続編の最後のところ、「寶船至山北湖平潜」というふうな結びがあ

るかと思いますが、これは、こへんぞこ・・・

豊見山：ええ、これは湖辺底です。山原の名護市の。

深澤：評定所文書でも湖辺底ですか。

豊見山：そうです。

深澤：これは、つまり実態を反映している表記であると。

豊見山：正確な表記、表現ということですね。

深澤：どうもありがとうございました。

3中之島幸左衛門船とも。
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高良：湖辺底に仮小屋つくって、そこに収容する。

高良：今回、歴史分野の報告がたくさんあって、随分トカラの見方、認識が広がり蓄積さ

れたような気がするんです。ただ残念だったのは、考古学の池田先生が参加されていな

い。考古学側がどう見たか、気になるところですが、これは年明けに残ったメンバーで

やろうと思っています。もう一つ、下野敏見先生という大変な業績を残されてきた方が

描いたトカラと琉球について民俗と、それから言語のほうの二つの切口で問題を掘り下

げていくことについて、文献派のほうはどのように感じますか。

豊見山：最近の考古学をもとに考えると、琉球方言がいつ出来たのか、琉球列島に九州か

らの南下のありかたでグスク時代頃だろうという議論がありますが、では習俗とか民俗、

フォークロアと言語は、当然人間が南下してくるわけだから、九州と関係する言葉や体、

顔つきというか、人そのものの共通性がみられる。そういう流れでみると、理解しやす

いところはあるのではないかと思うんです｡ではそれ以前の人たちはどうか。もともと

の原住民の琉球人、その人たちの痕跡というのはどこにあるのか、全部入れ替わって制

覇されてしまったのか。この問題が民俗学や言語学ではどのように解釈しているのか。

大きな問題ですが、どうでしょうか。

狩俣：はい、特に考古学や形質人類学と言語学のあいだでおこった起源論争。金関丈夫と

宮良当壮、服部四郎の論争なんです。言語学は考古学に不利な状況です。アメリカ国籍

なのに日本語を話している人とか、人種と言語や文化の間にはいろんな場合があるわけ

で、言語はあとから大きく入れ替わることがあるわけですから、現在、日本語を話して

いる人々が大昔から日本語を話していたというわけではない。ただし、少なくとも今日

話されている宮古・八重山の方言は、基本的な単語は日本語と共通なので、金関丈夫の

いう南方系の言語ということはないと思います。言語の問題と、考古学や歴史学や形質

人類学の問題とは分けて考えなければならない。

それから、最近の考古学の研究から、１０世紀から１２世紀くらいの波照間の遺跡の状

況からすると、新しく人が入れ変わった可能性も考えていいと思うのです。それ以前の

基層の人々の言語の痕跡が現在の八重山方言にないのか、という問題についてはこれま

での方言学は考えずに、「曰」や「手」などの基礎語彙を調査したのです。そうではな

くて基礎語彙以外の単語も調べないといけない。そうすると、北から南下して持ってこ

れないものがあるわけですね。亜熱帯特有の植物・動物・昆虫、魚の名称などに残って

いないか、それから、その使い方、食べ方、薬草の効能のようなものの中に残っている

可能性がありますから、そういう調査をしなければならない。そこは民俗学や他の分野

と言語学が共同できる仕事だと思います。
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それから宮古、八重山あたりへ行くと「タカータカ」とか、形容詞の語幹を重ねる言

い方があるんです。日本語にも「高々と持ち上げると」とか「軽々と」とか形容詞の語

幹を重ねる言い方があるんですが、宮古、八重山には特に多いんですね。そして、そう

いうのは北方系の言語よりも南方系の言語に多いそうです。だから、形式的には日本語

なんだけれども使い方は南方系というのを探して比較していくことも必要です。

それからアメリカ人や中国人が日本語をどんなに上手に話していても、この人はアメ

リカ人、中国人というのがわかる時があるんですが、それは母語の話し方が持ち込まれ

るんです。宮古、八重山の話し方の中にそういう基層語の影がないか。宮古、八重山の

人の話し方は、息をたくさん使うんです。たくさん息を使う言語が南方系にないかとい

ったようなことまで考えてこなかったんですよ。今までの言語学は。発音記号で書いて、

それだけを対象にする。発音記号でかいたものだけで満足する言語学から脱皮して、実

際の発音のメカニズムを詳細にみていく作業が必要です。九州から南下してくるんです

けれども、その言葉が上から覆い被さって、ごっそりいれかわったのか、混交したのか。

混交したとするとその割合はどうだったか、ということを考えるときに発音のメカニズ

ムがその材料になるのではないかと思います。

豊見山：ちょっと関連して、下野先生のいうトカラは基層は琉球文化だという場合に、そ

れは南からあがってきたものだということをいっているのか、あるいは北から南へ南下

していってそれがたまたまよく残っているから、ということなのか。民俗の事例や言語

の状況で下野先生のいう琉球文化が基層だといういい方は、どの程度まで今支持できる

んでしょうか。

狩俣：下野先生は琉球と九州の両方をよくご存じなので、そういう考えがあると思うんで

す。西南九州、特に離島ほど沖縄と共通のものが多いということは、南下していって、

その南下が何度にもわたったとすると、はじまでいくのに時間がかかって、トカラと琉

球で共通のものが多く残っているというのが一つの考えで、もう一つは、古い時代に共

通だったものがそういううえからの覆い被さりがあるにも関わらず残っていたという

のが、－つあるではないでしょうかね。どちらがいいかはにわかには決められないです

ね。どちらの可能性もあると思う。ただ、考古学がトカラをどう考えるかということは

重要かな、と思います。形質人類学ではトカラ列島をどうみるか、期待するんですけれ

どね。今は古い人骨も調べられますから、ＤＮＡやらいるんなので。そういう成果を待

たないといけない。

高良：下野先生がいっている議論は要するに、トカラと琉球の間にどういう文化交流があ

ったかということに問題設定があるのではなくて、トカラ、南九州、琉球を包む基層文

化が－つのベースになって、その上にもうひとつ大和から文明的な新しい状況がやって
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きて、そういったものが融合したり重なったりする、そういう状況の中で、トカラを見

る必要がある、ということではないのでしょうか。もうひとつ気になっている問題は、

杉本信夫4という民族音楽をやっている人がいまして、彼が追究しているのは要するに船

乗りの歌です。種子・屋久や奄美で謡われている民謡だとか、沖縄で謡われている歌、

西表ではヤマトグチで謡う民謡がありますけど、明らかに船乗り達、船頭歌の系譜があ

るようだと指摘をしている。だからむしろ、海上で活動する彼らはどのようにして痕跡

を残すのか、通常の人とは違ったかたちで痕跡を残すということについて、攻め方みた

いなものを工夫しないとわからないところはあるかもしれませんね。例えば考古学的な

調査をしたときに、定着した人間達はすぐわかると思うんだけれども、移動した人間達

はどうつかまえられるのかという問題もある。だから民謡の系譜というか、つながりみ

たいなことも、多分これから一つの研究課題になるかなと思ったりするんですね。

狩俣：琉球方言研究は、今までは日本語と琉球語、あるいは本士方言と琉球方言というよ

うに大きく分けたところから発想するんですが、それだけではなくて、ふたつは地理的

にも歴史的にもつながっているのに、共通のものをみつける作業をおろそかにした。琉

球方言は２０００年前に分岐したんですが、古い要素だけが残っているのではなく、分岐

後も絶えず交流があり、どんどん新しいのが入ってきているにも関わらず、そういうの

をあまり重視しないで古い現象をおっかけてきたのですが、それだけではなくて、どう

いうものがはいってきたか、それはどう入ってきたのか。古い時代からずっとつながっ

ていて、南九州ほど琉球との共通の要素があるとすれば、九州とのつながりをよく見て

みるという、考え方の転換が必要なんです。それが僕にとってはこの科研がきっかけに

なりました。歴史学の人たちは「交流」や相互関係のことをもっと考えるんでしょうけ

れども、方言研究者は大きな壁を乗り越えなくちゃいけないと思います。下野先生の考

えをもう少し進めていかないといけないのではないかなと思います。

高良：琉球大学史学会がひらかれて、グスク研究をどういう視点で発展させていくか話し

合い、私も加わったんです。かなり大雑把に整理すると、琉球の側で第二尚氏、具体的

には尚円、尚真以降ですね、琉球側が国家的な編成を強くする。それ以前の三山である

とか第一尚氏段階は、権力としてがっちりした体制をつくるというよりも、周りの倭冠

的状況というようなものに絡んだり、海民集団と絡んだり、そういうネットワークの中

に成立するような政治形態をとる。琉球王国の初期段階というか形成段階で、もう周り

の海域世界の中に、身をおいた緩やかな政治形態があり、そういった状況のなかでグス

クが機能していることをどう考えていくか。要するに中世とか古琉球の琉球史像はもう

少しダイナミックに描かなきゃいけないのではないか、という議論がグスク研究の中で

４すぎもとのぶお（南島文化研究所特別研究員）
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出されていた。深瀬さんが提起してくれた問題でいけば、まさにトカラや奄美を含む、

あるいは琉球の島々も含むそういう倭題的性格を含む海域世界の動向に根ざしたよう

な琉球の政治形態というものがある。それがある時期に変化した時、琉球側は自分のう

ちで国家としての足腰を固めていこうとする動きをする。それが尚真段階以降、それで

グスクの実質的役割も終わっていく。グスクの終焉はそこだという話になった。だから

トカラの問題を考えると、そのような海域世界の動きの中に位置付けて考えた時に、ト

カラという切口だけで歴史を考える必要はないということになると思う。ただ問題は、

琉球側が１６世紀以降そうなった段階で、トカラとの関係や薩摩侵攻以降の海上勢力は

新たな制度的な体制下でどのように彼らのネットワークを再構築できたか、あるいはで

きなかったか。海上勢力としての伝統を持つ七島衆はどこへ行ったのか。

深瀬：島津氏と海上勢力について、少し述べさせていただきたいと思います。戦国期から

近世初期における島津氏権力が決して一枚岩でなかったことは、これまでの研究で明ら

かになっています。このことは陸上だけでなく海上に対しても言えることで、島津氏権

力は海上勢力を直接的には掌握できていなかったと思われます。では、島津氏がどのよ

うにして海上勢力を掌握しようとしたかといいますと、陸からの支配、つまり主要な港

を陸上から押さえて、港を通じて掌握するという方法がみられます。そのうえで、その

港を拠点とするような有力な海上勢力を、港を管理する役人に任じることで、島津氏の

被官にしていくのです。坊津や泊、内之浦といった島津氏領の主要港の役人たちを見て

いきますと、ある史料では商人として、他の史料では島津氏の外交使節として、またあ

る史料では島津氏の水軍として登場する一族もいます。このように南九州の主要港に拠

点を持つ海上勢力をとりこむことで、島津氏は貿易や外交をおこない、さらには自らの

軍事力として編成したいったと考えられます。但し、このように島津氏が自らの権力編

成に本格的に取り込むことができたのは、１６世紀末頃で、ちょうど秀吉の朝鮮侵略がお

こなわれていた時期あたりになります。

一方で、島津氏が陸上から支配できた薩摩半島や大隅半島と異なり、七島衆のような

島喚部を拠点とする海上勢力を掌握できるのは、大きく遅れて１７世紀前半までずれ込

んでいきます。先ほど、高良先生のお話にありましたように、島津氏による海上勢力の

統制だけでなく、近世という時代の新しい社会秩序のなかで海上勢力が再構築するネッ

トワークも含めて、これから丹念に検討していきたいと思います。

また、海上勢力のネットワークということで考えますと、七島衆を考えるときにトカ

ラ列島に限定して考えてよいのかという疑問があります。例えば『歴代宝案」に出てく

る熊普達事件というのがあります。琉球船が中国沿海で海賊行為を働き、明兵に捕まっ

て外交問題にまで発展した事件です。この海賊行為に加わったメンバーの－人は、自分

の出身地を「七島其甲山」と称しています。『歴代宝案』の訳注によれば、この島は喜

界島に比定されていますから、七島の喜界島というとなんだか奇妙な感じがしますが、

、）
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七島衆にはトカラ列島出身の者ばかりでなく、喜界島のような周辺の島民も加わってい

た可能性もあります。また、薩摩藩は七島衆に借銀を申し込みますが、同様に徳之島や

沖永良部へも借銀を申し込んでいます。このようにみていきますと、七島と奄美諸島の

島々が一緒に史料に出てくる場合があるのです。七島衆を考えるときには、トカラ列島

だけでなく、薩南諸島の島々も含めて考える必要があるのではないでしょうか。

高良：豊見山さん、今日は深瀬さんが出した、なぜ七島が海上勢力として勃興してくるか

という問題は、日本産の銀をめぐるネットワークや流通に七島衆がからんでいて、琉球

にも関係しているという背景があるのではないでしょうか。

豊見山：つめて考えたわけではないんですが、やっぱり中世から戦国に入る頃までに、そ

の前の状況で倭憲の活動というか、倭竃的状況と日本史研究ではいっているわけですけ

れど、そういう雑居した状況がずっとあるわけですね。那覇もそうですし、それから中

国や朝鮮半島でも、日本人が雑居したり。九州でも中国人とかいろんな者たちも雑居し

ているという、荒野泰典さん5の議論があるんです。そういう雑居状態というのが、近世

になると、みんなきれいに住み分けされてくるわけです。琉球もそうだし、日本もそう

です。それからアイヌの菊池さん6の話をきくと、どうもアイヌのほうでも中世の段階で

は倭人なのかアイヌなのかよくわからない、両義的な人間というのが結構いるんだけれ

ども、近世になると別格化され、倭人は倭人、アイヌはアイヌというふうにわけられて

くるということを教えてもらいました。ところが、それ以前の状況では、那覇で日本人

も朝鮮人も、それから中国人も雑居した状況で行動している。そういう中で、七島の人

間達も全体的な動向としては海上勢力として活躍できる、そういう歴史的条件が前提に

あったのではないかと。それが、薩摩藩だけでなくて日本の幕藩制の中で権力が整序化

されてくると、それぞれの領域が固められてきて、家臣団編成だとか様々なかたちで統

制が強まってくる。そうすると、トカラ衆、七島衆の活動も半下請けのようなものに変

えられていくのではないか。

薩摩の人口史の研究で、非常に興味ぶかいと思うのは、薩摩藩の人口の割合を見てい

ると船に関わる人口が多いんですね。中世では深瀬さんが言うように、あまりその海運

の勢力を抑えられなかった。それが近世になったときにも、抑えることは抑えるんだけ

れども、それでもかなり海運に従事する集団が薩摩の中にはある。そういうものを薩摩

藩は近世に移行したときにどう掌握していくかというのは、大きな課題だったのではな

いかなと思うんです。

私の研究にひきつけると、薩摩藩の船が琉球を制圧するんです。その薩摩が琉球を制

５あらの

６きくち

やすのり（立教大学教授）

いさお（宮城学院女子大学教授）
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圧すると、宮古、八重山とか沖縄の年貢の運送のメインルートを大和船が完全に抑えて

しまう。その大和船は、薩摩藩自体がやるわけではなくて、民間に委託するという形を

とるというのは、どうも薩摩側の船の勢力の突き上げというか、そういう問題とも関わ

ってくるのではないかという印象です。それが薩摩藩、それから七島や阿久根の船頭た

ちとか、いくつかの港にいる船のあり方とかかわってくるのではないかというふうに思

います。ちょっと七島からは離れたんですが、そういった大きな流れの中に、七島の船

の海上勢力を想定できるのではないか、と思っています。

深瀬：豊見山先生がご指摘されたように、近世で薩摩藩は海運商を支援していますが、同

じようなことは、七島衆が活躍した時代にもあるのではないかと考えています。七島衆

は日向や大隅半島の佐多・根占からの海賊にしばしば襲われています。このことは、日

向や大隅半島を拠点とする海上勢力と七島衆が、南九州や薩南諸島の海域をめぐって衝

突することがあったことを示すのではないかと考えています。さらに注目されるのは、

七島衆を襲った海上勢力、すなわち日向や大隅半島の海上勢力に対して、島津氏は琉球

渡海朱印状を交付しているということです。日向や大隅の海上勢力は、渡海朱印状の交

付という形で島津氏のバックアップを受け、南九州や薩南諸島の海域をめぐる勢力争い

のなかで有利に立とうとしたのではないかとも考えられます。琉球渡海朱印状について

は、いろいろと議論されてきましたが、交付する島津氏側だけでなく、交付される海上

勢力からの考察も必要になるのではないでしょうか。そして、島津氏が特定の海上勢力

を支援するという形は、先ほど豊見山先生がご指摘されましたように、近世における薩

摩藩と海運商との関係へと引き継がれていくのではないでしょうか。

高良：先の報告で鈴木さんが中之島調査をふまえて出された問題、とても重要だと思いま

す。我々はどうも、頭の中ではそうは思っていないんだけれども、もともとのトカラと

いうか、トカラの原像にシフトしようとする。現にあるトカラ、それをどう見ていくの

か、今の地域社会はどうなっているんだろうか。それを考える大事さを鈴木さんはいっ

たんだと思うんです。実は私も１１月にロ之島にいったときに、１９５０年代の写真をみせ

てもらったら、前之浜という集落の下の方に湧水がでていて、そこに棚田が展開してい

る。それをみて、昔の水田状況のことばかり考えていた。ところが、鹿児島県の基盤轄

理事業で完全に棚田は姿を消し、現代化された。機械化を予定したらしいんだけれども、

そんな機械を買って米作りをやる人はなく、結局は放棄された。たばこ家のばあちゃん

の話をきいたら、昔の棚田の小さな水田が良かった、年寄りが作業できた、という話で

した。手におえない水田になり、結局全然お米を作っていない。放棄されて雑草が生え

ている、基盤整理事業の残骸のような風景がありました。昔の写真を見て満足するので

はなく、いかに島が変わったかということが大事なんです。要するに、トカラという生
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きている地域社会、生きている人間達がつくっている地域社会で起こっている変化、変

容の問題を理解するという眼を持ちながら議論していかなくてはならないと思ったん

ですが、例えば言葉の問題ではそれをどう理解するのか。

狩俣：言語接触の問題もあると思うんですね。中之島の東区でしたつけか、海岸沿いの温

泉にはいったら、奄美方言が壁にかいてあったんです。ああいうふうに奄美からの移住

者の言語がトカラ方言にどういうふうに混じっていくのか興味があります。それからト

カラには鹿児島方言がたくさん入っているんですけど、鹿児島方言の影響が強くあって、

トカラ方言の固有なものがどんどん失われていっていると思うんです。今の方言になる

べく古い要素だけを探すというのではなくて、今の状況を調査する必要があると思いま

す。このごろは言語接触とか、クレオール、琉球方言で言うとウチナーヤマトウグチも

ちゃんと研究しようという態度があるんですけれども、今と同じ言語接触は百年前にも

二百年前にも、五百年前にもあったわけで、昔の状況を想像するためにも、今の状況を

みていくということが重要だと思います。

鈴木：中之島に民俗調査に行ったとき、西区の従来の民俗誌でたくさん書かれていたよう

な話がほとんど聞けなくてですね。どうしようかということで民俗班の皆で話し合って、

墓の現状についてやろうと決めたわけです。最初、苦し紛れから着手したようなテーマ

だったのですけれど、実はそれが島の現状を捉えるのにはいい視点ではないかというこ

とで、後で思い直した次第なんです。先ほど報告で赤嶺先生がいろいろご指摘されまし

たように、下野先生もおっしゃる基層文化で琉球に通じると思われるような事象は消え

つつはあっても、その痕跡みたいなものは、中之島で今でも確かに聞くことはできるん

です。

例えば無形民俗文化財にもなって、価値あるものとされている中之島の盆踊り。これ

は中身はヤマト式の芸能です。島の民俗としては、そのような要素も十分に時を重ね、

定着しているわけです。ただし、西区ではこれも近年、もう踊らなくなってしまったそ

うです。島の歴史民俗資料館の館長さんも「無形民俗文化財が、本当の「無形」になっ

てしまった」とおっしゃっておられました。ただその一方で、東区の方では盆踊りは盛

んに行われていて、奄美の八月踊りを踊っています。そういう双方の動きについて記す

ことで、東区・西区の現在の民俗文化について、幾分かでも新しい視点ということで書

けるだろうか・・・、という感じでおります。

赤嶺：私は既刊の報告書・論文などを参照して、トカラと沖縄の基層文化の共通点、比較

可能な民俗、民俗語彙などを拾ってみたのですが、その場合、それらは比較はできます

けれども、それがどの程度発展`性のある議論に結びついていくのか、という不安も一方

ではあるわけです。たとえばトカラと沖縄の間に共通`性があるという場合、ではそれは
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鹿児島や九州あたりではどうなっているかという問題、さきほど狩俣さんが言われたよ

うな手法を試みることが－つ手続きのうえで必要だと思います。

また、民俗学の方法論として、基層文化を探るという議論がどこまで説得力をもって

展開できるのかということも問題でして、その点で民俗学は誤解されているところがあ

るようにも思います。民俗学をひっぱってきた柳田国男白体も、そういう基層文化とい

うことを問題にしているところももちろんあるわけですが、むしろ主眼点は、民俗は変

化するもので、その変化のあり様を捉えるべきだという点にあったとの指摘もあります。

その意味では、この科研がスタートする段階では、１９６０年代に下野敏見先生らがされた

ような調査が今日できるはずはないから、現在のトカラをみる視点が必要だという話を

したのです。現在の民俗学の議論の流れからすれば、鈴木寛之さんがやったような方法

が正当なもののように思われます。

山里：今回の科研で悪石島も調査させていただきましたが、先ほどの鈴木さんの報告にも

ありました民俗的変容ということを絡めていいますと、「十島村誌」メンバーとの交流

会の時に、下野先生が私にこういうところがおもしろいよ、と話してくれたのが、修験

の南下の問題なんですね。実は下野先生自身がすでに「トカラ列島の修験道文化」とい

う題で、『南島文化」に書かれていますが、その中に悪石島の石に九字が彫られている

写真があったもんですから、非常に興味をもってわたったわけです。それで悪石島へ行

ってきました。泊まった西荘の方にたまたま案内してもらったんですけれども、写真に

出てた石は確認できました。それは道路の整備に伴って、もともとあったところからは

移動したようですが、誰にも知らない状態でぽつんとありました。それは下野先生の文

章の中には書かれていなかったんです。もう－か所にも九字石があったんですね。コケ

が生えていて、コケを落としていたら、やっぱり九字の形が出てきました。そういう九

字石は下野先生は修験道の影響があったんだろうと指摘されましたけれども、現時点で

はほとんどトカラの人ですら忘れ去られていて、どこに何があって、どう機能していた

のかということもわかっていない状態なんです。で、それはちょっと動いたとはいって

も、だいたい立てられている位置は集落に入る北と南の、どうも道路の境界においてあ

るようなんです。それで、そういったものがなくなりつつあるなあと感じました。

下野先生の「トカラ列島民俗誌』では、その石を石敢當と明示してありまして、先生

はそういうふうに認識していたんだということがわかったのですけれども、実は喜界島

に九字の入づた石敢當があることを窪徳忠の本で知っていましたので、悪石島の帰りに

喜界島へ行ってそれを見てきました。自然の石に彫られたものはほとんど見えなくなっ

ていましたが、セメントで造られた比較的新しい石敢當ではよく見えます。徳之島にも

九字が入った石敢當があるようで、それを確認しに行く予定でいます。このように奄美

までは、修験の影響ではないかといわれる足跡がみつかっていますが、沖縄・宮古・八

重山にはそうした痕跡は今のところありません。
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戻りますが、悪石島には、九字石だけではなくて、ある家には文書が残っているよう

です。「トカラ列島民俗誌」でも紹介されていますが、その文書の所蔵している門が、

今はもう見ることはできないけれども、下野先生が調査された段階では壊れてなくて、

門の上部がちゃんと九字の形になっているんです。鈴木さんの報告を聞きながら民俗的

変容に関連して感じましたことは以上です。

高良：ありがとうございました。皆さんから有意義なコメントをいただいて、さらに議論

を深めたいところですが、時間となっています。今回のワークショップはここまでとい

たします。長い時間ありがとうございました。

文字化：高良由加利

伊地知裕仁

青木一桂（

麻生伸一（

記録：仲間恵子

(琉球大学教育学部学生）

(琉球大学教育学部学生）
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トカラ列島研究文献一覧

高良由加禾I｣・曳田和彦

〔凡例〕

・トカラ列島（現十島村）の研究に関する文献を、年代別に整理し、五十音

順で掲載した。

・自然系、及び経済関係の資料、行政資料は原則として省略した。

.「」は論文名、「』は出版物名を意味する。

･記載11頂は、編者名、論文名、発行所名である。「：」は記載内容を示す。「＊」

は再収録・復刻を示す。

・旧漢字は新漢字に改めた。

1884（明治１７）

白野夏雲「七島問答』（鹿児島県立図書館蔵）

白野夏雲「十島図譜』

1885（明治１８）

赤堀廉蔵「島喚見聞録』（鹿児島県立図書館蔵）

1886（明治１９）

赤堀廉蔵「鹿児島縣諸島ノ實況」

1890（明治２３）

田代安定「薩南諸島ノ風俗余事二就テ」「東京人類学会雑誌』６－５５．５６．５７．６０東京人

類学会

1893（明治２６）

笹森儀助「拾島状況録』

＊『日本庶民生活史料集成』（第１巻)三一書房１９８６に再録

1898（明治３１）

鹿児島県私立教育会編「薩隅日地理纂考」鹿児島県私立教育会

1914（大正３）

原田長治『川辺郡誌」（国立国会図書館蔵）
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1915（大正４）

島津家編輯所編「三国名勝圖繪」１０(巻之二十八）

＊南日本出版文化協会より１９６６年に復刻

1916（大正５）

土井暁風「川辺十島の話」「郷士研究」４－３郷士研究社

1930（昭和５）

三元社編「鹿児島県大島郡悪石島の玩具と士佐玩具」「旅と伝説」３－４三元社

1932（昭和７）

敷根利治「宝島方言集」『方言』２－１春陽堂

１９３３（昭和８）

十島村役場編「十島図譜」単美社

敷根利治「各地の婚姻習俗鹿児島県十島村」「旅と伝説」６－１＜婚姻習俗号＞三元社

敷根利治「各地の葬礼鹿児島県十島村」「旅と伝説」６－７＜誕生と葬礼号＞三元社

敷根利治「各地の誕生習俗鹿児島県十島村」「旅と伝説」６－７＜誕生と葬礼号＞三元社

1934（昭和９）

高橋文太郎「奄美十島及大島に於る民具」「旅と伝説」７－８三元社

内藤喬「十島農業雑記」「農学会報」２鹿児島高等農林学校

三宅宗,悦「薩南十島探訪挿話」「ドルメン」２０２岡書院

早川孝太郎「踊りの着物一薩南十島にて－」『旅と伝説」７－８三元社

1935（昭和１０）

早川孝太郎「十島探訪だより」「アチックマンスリー」２

1936（昭和１１）

内藤喬「硫黄島ｐ中之島及悪石島」「鹿児島高農校友会会誌」２７

早川孝太郎「悪石島正月行事間書一鹿児島県大島郡十島村」日本民族学会編「民族学研

究』２－l三省堂

早川孝太郎「悪石島見聞記」日本民族学会編『民族学研究」２－３三省堂

1937（昭和１２）

－２６０－



島袋源一郎「薩南列島に於ける平家の遺跡」「沖縄教育」２４７沖縄県教育会

1940（昭和１５）

桜田勝徳「宝島の自給民具」『民族文化」１－７山岡書店

吉町義雄「吐喝Ｉ！iiI諸島方言」『旅と伝説』１３－４三元社

三宅宗I悦「南島の先史時代」『人類学・先史学講座」１６雄山閣

鹿児島県教育委員会編「鹿児島県史』２鹿児島県

1941（昭和１６）

桜田勝徳「宝島のユーブ制」「旅と伝説』１４－１三元社

鹿児島県教育委員会編『鹿児島県史」３鹿児島県

1942（昭和１７）

河村只雄「薩南諸島・琉球の島々」「続南方文化の探究」創元社

1943（昭和１８）

桜田勝徳「薩南宝島の正月さま」「民間伝承」８－９民間伝承の会

桜田勝徳「出漁者と漁業移住」柳田國男編『海村生活の研究』日本民俗学会

1949（昭和２４）

桜田勝徳「宝島の親方取り」『民間伝承」１３－７＜「海村生活」特集号＞民間伝承の会

柳田国男「七島正月の問題」『民間伝承」１３－１民間伝承の会

1950（昭和２５）

東恩納寛`惇『南島風土記』沖縄文化協会・沖縄財団

1951（昭和２６）

桜田勝徳「寄物のこと宝島の寄物」『民間伝承」１５－１１日本民俗学

１９５２（昭和２７）

酒井卯作「西南諸島雑記」「民間伝承」１６－１１日本民俗学

三友国五郎「トカラ列島巡見記」『地域』１－５日本書院

三友国五郎「薩南諸島の先史地理的調査」「埼玉大学紀要（人文・社会科学篇)」２

柳田国男「海上の道」『心」５－１０．１１．１２酎燈社

1953（昭和２８）
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鳥越憲三郎「トカラ十島の巫女組織」『宗教研究」１３７日本宗教学会

1954（昭和２９）

海上保安庁編『台湾･南西諸島水路誌」

筒井嘉隆編「トカラの島々」〈アサヒ写真ブック２〉朝日新聞社

伊豆川浅吉「小宝島のことども」『しま」４全国離島振興協議会

鳥越憲三郎「島に渡るには（種子・屋久・十島の巻)」「しま』４全国離島振興協議会

三友国五郎「トカラ列島誌」「埼玉大学紀要（人文・社会科学篇)」３

1955（昭和３０）

岩波書店編『岩波写真文庫１４８忘れられた島」岩波書店

酒井卯作「宝島の稲作」「鹿児島民俗」６鹿児島民俗学会

森克己「遣唐使』至文堂

1956（昭和３１）

宮本常一「宝島の神酒づくり」「酒』４１２酒の友社

1957（昭和３２）

鳥越憲三郎「トカラの島々－宝島の生活一」豊中市立民俗館編『民俗』１－l豊中市立民

俗館

烏越憲三郎「続トカラの島々－中之島の生活一」豊中市立民俗館編『民俗』１－２豊中市

立民俗館

1958（昭和３３）

早川孝太郎「吐喝1】lill列島の民具」日本常民文化研究所編『日本の民具」角川書店

宮本常一「薩南十島」（島めぐり３）「しま」１５全国離島振興協議会

村田煕「白野夏雲稿「七島問答」（書誌紹介)」『鹿児島民俗」２０鹿児島民俗学会

1959（昭和３４）

相田孝昭「鹿児島県小宝島の油売りの話（鹿児島郡＋島村)」『伊予路』４愛媛民俗学会

谷川雁「びろう樹の下の死時計」「中央公論」８．９月号中央公論社

＊１９９６『谷川雁の仕事Ｉ」河出書房新社発行に再収録

1960（昭和３５）

大山彦一『南西諸島の家族制度―マキ･ハラの調査一」関書院

鹿児島県編「三島･十島農林業の実態』

農林省鹿児島統計調査事務所編「農業集落調査結果」
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飯田博「島の現実一宝島一」「しま」２１全国離島振興協議会

大山彦一「トカラ諸島の社会学的研究」『鹿児島大学南方産業科学研究所報告」２

薩摩藩「薩藩政要録」「鹿児島県史料集」l鹿児島県

栄信子「十島村宝島」「奄美民俗」倉Ｉ刊号鹿児島県立大島高等学校郷士研究クラブ

『長門本平家物語巻第四」国書刊行会

平凡社編『風士記日本」l九州・沖縄編平凡社

宮本常一・山本周五郎・揖西光速・山城巴監修「日本残酷物語」２平凡社

1961（昭和３６）

大城立裕・嘉陽安男・船越義彰『悪石島一疎開船学童死のドキュメントー』文林書院

野村孝文「南西諸島の民家」相模書房

田代安定『民俗I慣行としての隠居の研究」未来社

内藤喬「鹿児島民俗植物記』鹿児島民俗植物誌刊行会

伊藤幹治「宝島の宗教と社会の構造的理解」「国学院大学日本文化研究所紀要』８

伊藤幹治「宝島の宗教儀礼の諸相」「日本民俗学会報」１８日本民俗学会

伊藤幹治「離島の正月行事と祖先祭一宝島(1)」「宗教公論」３１－１宗教問題研究所

伊藤幹治「選ばれた神役達の生活一宝島(2)」『宗教公論」３１－２宗教問題研究所

伊藤幹治「閉ざされたシマと開かれたシマー宝島(3)」『宗教公論』３１－３宗教問題研：伊藤幹治ｌ閉ざされたシマと開かれたシマー宝島(3)」『宗教公論」３１－３宗教問題研究所

小川徹「南西諸島における親族呼称とその分布構造」『法政大学文学部紀要」７－２

内藤喬「鹿児島県民俗植物誌」「鹿児島民俗」５－３．４鹿児島民俗学会

1962（昭和３７）

小川徹「南西諸島における親族呼称」日本民族学協会編「民族学研究」２７－１誠文堂新

光社

村田煕「鹿児島の夏まつり」『まつり通信」１７まつり同好会

1963（昭和３８）

田代安定「薩南諸島の風俗余事について」「民俗研究」l鹿児島民俗学会

赤堀廉蔵「鹿児島県諸島の実況」『民俗研究」l鹿児島民俗学会

内藤喬「鹿児島民俗植物記」鹿児島民俗植物記刊行会

1964（昭和３９）

秋吉茂「美女とネズミと神々の島一かくれていた日本一」河出書房新社

上村孝二「薩隅方言の区画」『日本の方言区画」東京堂

牛島盛光「宝島大池遺跡の調査概報｣中国四国歴史・地理学協会・西日本史学会合同秋季

．学術大会発表要旨
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円山進「南西諸島十島村の振興計画」『しま」４０日本離島センター

下野敏見「吐喝劇列島」（現地報告３１）「しま」４１日本離島センター

1965（昭和４０）

小川徹「南西諸島における親族集団呼称の若干に関する年代論的知見一社会地理学的方法

による－つの試み－」日本民族学会編『民族学研究』３０－１誠文堂新光社

折田兼完「署解七島問答」十島村役場

下野敏見「吐珈劇列島民俗誌第１巻一平島･悪石島編一」

文化財保護委員会編『正月の行事１－鹿児島県･大分県』＜民俗資料叢書４＞平凡社

伊藤幹治「黒島の社会と宗教の構造と変化」「国学院大学日本文化研究所紀要」１７

クライナーヨーゼフ「トカラ・悪石島の仮面行事」日本民族学会編『民族学研究』３０

－３誠文堂新光社

1966（昭和４１）

桜田勝徳「鹿児島県大島郡十島村宝島」日本民俗学会編『離島生活の研究」集英社

平山輝男編『琉球方言の総合的研究」明治書院

村田煕「下野敏見「トカラ列島民俗誌一悪石島・平島」（書誌紹介)」「鹿児島民俗学会報』

１０－３鹿児島民俗学会

『李朝実録琉球関係資料」中央公民館内郷士史研究会.

1967（昭和４２）

柳田国男「海上の道』筑摩書房

牛島盛光「宝島の祭祀儀礼と社会構造一調和と分解」『日本人類学会・日本民族学会連合大

会』第１６回記事

平山輝男「トカラ群島・屋久島･種子島の方言」「国語学」６９

野口武徳「小離島社会の村落生活と変化一トカラ列島臥蛇島一」「民族学研究』３２－２日本

民族学会

ヨゼフクライナー「南西諸島における神観念・他界観の－考察」『沖縄文化』２３沖縄文

化協会

1968（昭和４３）

森重孝「かごしまの俗信と病気」

小川亥三郎｢十島村における修験者の足跡」『南島民俗』３南島民俗研究会

斎藤毅「南西諸島における漁村の予察的研究」『鹿児島地理学会紀要」１６

名越左源太「南島雑話」宮本常一・原口虎雄・比嘉春潮編「日本庶民生活史料集成」１

－２６４－



三一書房

1969（昭和４４）

上村孝二「書評平山輝男編「薩南諸島の総合的研究｣」「国語学」８O

平山輝雄編「薩南諸島の総合的研究」明治書院

：「総論」「地理的環境」「社会的環境と生活」「言語」

稲垣尚友「種子島遭難記一坂元新熊談一」ボンエ房

稲垣尚友『悪石島の地名』ボンエ房

小野重朗「悪石島のボゼ」「南九州の民具」慶友社

桜井徳太郎「民間巫俗の'性格一巫女の口寄せと死霊信仰一」肥後先生古希記念論文刊行会

編「日本民俗社会史研究」弘文堂

下野敏見「口之島の盆踊り」『南島民俗」１０南島民俗研究会

下野敏見「トカラ列島の神祭りと七月行事について」「南島民俗』、南島民俗研究会

下野敏見「宝島の神々と信仰」「南島民俗』ｌ２南島民俗研究会

下野敏見「トカラ列島の年中行事表（旧暦)」「南島民俗』１３南島民俗研究会

下野敏見「トカラ列島民俗資料(－)ロ之島の年中行事」『南九州郷士研究』３南九州郷士研

究会

鶴藤鹿忠「薩南諸島の民家」『岡山県私学紀要」５岡山県私学協会

鎌田久子「トカラの盆踊」『民俗芸能』３７＜特集南島の民俗芸能＞民俗芸能学会

野見山温編『道之島代官記集成」福岡大学研究所

藩法研究会編「藩法集鹿児島藩」上下創文社

三友国五郎・河口貞徳「宝島浜坂貝塚の調査概要」「埼玉大学紀要社会科学篇」、埼玉大

学

1970（昭和４５）

国分直一『日本民俗文化の研究』（考古民俗叢書)慶友社

東喜望「南島疫病考一吐珈ＩｉＭ奄美の萢瘡と呪一」「沖縄文化」３２沖縄文化協会

上村孝二「(書評）平山輝男編「薩南諸島の総合的研究｣」「国語学』８０日本語学会

小川亥三郎「宝島の祝詞」「日本民俗学」６７日本民俗学会

小野重朗「二つの負い縄文化」『民具マンスリー』３－８日本常民文化研究所

小野重朗「海と山の原郷一南島文化二元論」『叢書わが沖縄」６木耳社

桜田勝徳「宝島の家普請に関する儀礼」「日本民俗学」６７日本民俗学会

桜田勝徳「海の宗教」淡交社

下野敏見「ノロとネーシの祭具」「民具マンスリー」３－８日本常民文化研究所

下野敏見「トカラ列島のクリ舟」「民俗研究』５鹿児島民俗学会

下野敏見「薩南諸島の民俗一南北文化の接触地帯」「未来」４２未来社

－２６５－



下野敏見「吐喝lMill列島の屋内神の種類」『南島民俗」１５南島民俗学会

下野敏見「吐喝IDiill列島の葬送習俗と墓制」「南九州郷士研究」４南九州郷士研究会

下野敏見「トカラ列島「ヒチゲー」考」「鹿児島民俗』４８鹿児島民俗学会

下野敏見「吐喝噺列島の通過儀礼および分家・相続・隠居」『南九州郷士研究」５南九州郷
士研究会

西元耕司「宝島における集落と土地利用」『鹿児島地理学会紀要」１８鹿児島地理学会

日高和広・吉田昭穂「宝島及び悪石島における焼畑農業」『鹿児島地理学会紀要」１８鹿児

島地理学会

1971（昭和４６）

稲垣尚友「トカラの伝承」ボンエ房

稲垣尚友『十島村誌臥蛇島篇資料(－)臥蛇島金銭入出帳」かんぺい工房

牛島盛光「トカラ列島・宝島の社会と習俗」「比較民俗学論考一南九州・沖縄の社会と習俗
一」青潮社

鹿児島藩(原口虎雄校訂）「薩隈曰地理纂考』鹿児島県地方史学会

川田正『口之島の気象」

家村睦夫「中之島の音韻について」「鹿児島地理学会紀要」９－２鹿児島地理学会

小野重朗「正月の構造」「日本民俗学』７８日本民俗学会

小野重朗「七島正月について」「鹿児島民俗」５０．５１鹿児島民俗学会

川崎晃稔「薩南諸島における丸木舟の一考察」「南島民俗」２１南島民俗学会

熊本大学探検部「宝島調査報告書」「飛翔』創刊号１９７１

下野敏見「田芋の民俗」「南九州郷土研究」１４南九州郷士研究会

下野敏見「トカラ列島の仮面神ボゼについて」「民俗学評論』７大塚民俗学会

下野敏見「カツオ漁の民俗」「鹿児島の観光」４

下野敏見「南島の通信法」「鹿児島民俗」５３鹿児島民俗学会

鹿児島県明治百年記念館調査室編「トカラ列島有形民俗資料調査報告書』鹿児島県明治
百年記念館建設調査室

鳥越皓之「焼畑村落の土地制度と村落構造鹿児島県大島郡川辺十島」『民俗学評論」７大
塚民俗学会

長沢和俊「宝島民俗誌」『鹿児島短期大学研究紀要」７

束利江子「年中行事大島郡十島村諏訪之瀬島」『葛山民俗」６鹿児島東高校生徒会民俗研

究部

日高和広「薩南諸島北部における焼畑農業地域の研究」『鹿児島地理学会紀要』１９－１鹿児
島地理学会

斎藤毅「中之島および宝島における野生植物の利用形態」『鹿児島地理学会紀要』１９－２
鹿児島地理学会

－２６６－



藤巻恵子「吐喝lMiI列島の離島性について」『鹿児島地理学会紀要」１９－２鹿児島地理学会

安田宗生「悪石島の盆行事とボゼ祭り」『民俗学評論」６大塚民俗学会

坂口彰「中之島における開拓部落とその変容」「鹿児島地理学会紀要」１９－２鹿児島地理学

会

白木原和美「悪石島の土師器」『薩琉文化」１－２鹿児島短期大学南日本文化研究所

白木原和美「悪石島の土師器」『薩琉文化」１－３鹿児島短期大学南日本文化研究所

鳥越皓之「焼畑村落の土地制度と村落構造」『民俗学評論」７大塚民俗学会

比嘉春潮「『旅行心得之條々｣」「霊魚庵漫章」勁草書房

1972（昭和４７）

稲垣尚友『十島村誌臥蛇島篇資料(二)臥蛇島部落規定』ポンエ房

小野重朗「十五夜綱引の研究』慶友社

鹿児島県明治百年記念館建設調査室編『鹿児島県の正月行事』

貴島玲子「トカラ列島における通婚圏の研究」「鹿児島地理学会紀要」２０－１鹿児島地理学

会

坂口彰・中島仁志「ロ之島におけるミズイモ栽培」「鹿児島地理学会紀要』２０－２鹿児島地

理学会

原田稔「諏訪之瀬島の八月踊りについて」『鹿児島民俗』５６．５７鹿児島民俗学会

安田宗生「トカラ・悪石島のネーシに関する覚書」「民俗学評論』９大塚民俗学会

安田宗生「トカラ・悪石島の葬送儀礼」『日本民俗学」８２日本民俗学会

安田宗生｢南島における畑作と年中儀礼一トカラ列島の事例を中心として－｣「日本民俗学」

８３日本民俗学会

前元豊新「吐喝卿列島の民間信仰と村落共同体の研究」「鹿児島県地理学会紀要」２０－ｌ

鹿児島地理学会

掛谷誠「小離島住民の生活の比較研究一トカラ列島，平島・悪石島一」「民族学研究」３７

－１日本民族学会

前本豊新「吐喝劇列島の民間信仰と村落共同体の研究」「鹿児島地理学会紀要』鹿児島地理

学会

鶴藤鹿忠「琉球地方の民家」明玄書房

1973（昭和４８）

稲垣尚友「ネーシ（巫女）覚え書」「季刊柳田国男研究』創刊号季刊柳田国男研究編纂

委員会

稲垣尚友「トカラの地名と民俗」上･下ボンエ房

金丸三郎「鹿児島県と離島」『しま』７２日本離島センター

川崎晃稔「薩南諸島における剖舟製作儀礼」『南島民俗」３４南島民俗学会

－２６７－



下野敏見「薩南諸島の盆踊り」「まつり」２１まつり同好会

鈴木宣則｢過疎離島における投票行動の研究一鹿児島郡十島における事例を中心として￣」

「鹿児島大学教育学部紀要』（人文・社会科学）２４

1974（昭和４９）

日本離島センター編「離島振興２０年の歩み」日本離島センター

川崎晃稔｢薩南諸島における剖舟製作儀礼一種子島の場合を中心にして－｣『まつり｣23＜特

集南島のまつり＞まつり同好会

赤松国吉「吐喝劇列島における過疎化と土地利用の変化一中之島及び臥蛇島の場合一」「鹿

児島地理学会紀要」２１－２鹿児島地理学会

川崎晃稔「トカラの剖舟製作工程とその習俗」「南島民俗」３５南島民俗学会

川崎晃稔「薩南諸島の剖舟製作にみる山降ろしの習俗一方法と共同労働を中心に－」「南島

民俗」３６南島民俗学会

斎藤毅「吐喝噺列島における漁業の特性」『鹿児島地理学会紀要」２１－２鹿児島地理学会

宮本常一「宝島民俗誌」「宮本常一著作集』１７未来社

安田宗生「鹿児島県十島村の男巫女」「西郊民俗』６６西郊民俗談話会

吉町義雄「吐喝劇諸島方言」「日本民俗誌大系』１０角川書店

1975（昭和５０）

稲垣尚友「平島放送速記録」１ボンエ房

石飛一吉・西園玲子「宝島および小宝島における正月料理の特性」『鹿児島地理学会紀要」

２２－１鹿児島地理学会

川崎晃稔「南島の独木船３トカラ列島のスイブネ」「えとのす」３新日本教育図書

川崎晃稔「薩南諸島における剖舟の推進具」『鹿児島民俗』６５鹿児島民俗学会

斎藤毅・木佐貫秀明「吐喝噺列島における山羊飼育の文化地理学的意義一宝島および小宝

島の場合」「鹿児島地理学会紀要」２２－１鹿児島地理学会

下野敏見「宝島民具の特`性について」「鹿児島民俗』６３．６４鹿児島民俗学会

南島研究会編「柳田國男先生稿南島旅行見聞記」南島研究会

安田宗生「悪石島の農耕と年中行事」「えとのす」４新日本教育図書

白木原和美「トカラ海峡」「えとのす」２新日本教育図書

白木原和美「類須恵器の出自について」「法文論叢」３６熊本大学法文学会

申叔舟「海東諸国紀」国書刊行会

田尻英三「トカラ列島(中之島・平島)のアクセントと語彙」「文研究」（春日和男教授還暦

記念特輯号)３９．４o九州大学国語国文学会

東四郎(他）「薩南諸島における伝承的薬用及び毒性植物調査報告１種子島、屋久島、口

永良部島、トカラ列島」「鹿児島大学理学部紀要地学・生物学』８鹿児島大学理

－２６８－



学部

村田煕「鹿児島県』（日本の民俗４６）第一法規出版

村田煕「悪石島の盆踊とボゼ」「鹿児島県文化財調査報告書』２２鹿児島県教育委員会

1976（昭和５１）

宮本常一『南の島を開拓した人々」さ・え・ら書房

鹿児島県庁編「鹿児島県地誌』（鹿児島県史料集成１６輯)鹿児島県立図書館

下野敏見「トカラの霜月祭り」『まつり｣27＜特集南島のまつりⅡ＞まつり同好会

下野敏見｢南西諸島のへラについて｣『海南民俗研究』l海南民俗研究所

下野敏見｢道の島の風と潮(2)｣『海南民俗研究｣1海南民俗研究所

下野敏見｢宝島の初穂儀礼]『鹿児島民俗｣66.67鹿児島民俗学会

下野敏見「小宝島民俗小誌」『みなみの手帖』１６

下野敏見「道之島の風と潮Ｉ」「隼人文化」２隼人文化協会

稲垣尚友「吐火羅国一針の穴から日本をのぞく－』八重岳書房

鳥越皓之「日待講からみたムラの生活と社会構造」「仏教大学研究紀要』６０仏教大学学会

向山勝貞「南九州における仮面の研究―その諸類型について－」「古代・中世の社会と民俗

文化』（和歌森太郎先生還暦記念）弘文堂

池田裕子・上之薗雅代・井出ゆみ子「口之島における年中行事とその料理形態について」

「鹿児島地理学会紀要」２２－２鹿児島地理学会

斎藤毅「ロ之島「御宮祭次第書」について」『鹿児島地理学会紀要」２２鹿児島地理学会

斎藤毅・河津優司「宝島における「イタツケ」漁船について」『鹿児島地理学会紀要』２２－

l鹿児島地理学会

田村克巳・加藤哲夫・加藤一幸・福永敏夫「口之島の村落構造に関する覚書」「鹿児島地理

学会紀要」２２－２鹿児島地理学会

下野敏見「調査地区の概観」「トカラ列島有形民俗資料調査報告書」鹿児島県教育委員会

宮本常一・宮田登編『早川孝太郎全集９島の民俗」未来社

：「薩南十島を探る」「踊りの着物一薩南十島にて－」「十島採訪だより」「悪石島正月行事

間書一鹿児島県大島郡十島村一」「悪石島見聞記」「悪石島を訪う」「吐喝劇列島の

民具」

宮本常一「早川さんの島の旅」宮本常一・宮田登編「早川孝太郎全集９島の民俗』

未来社

宮本常一「宝島民俗誌」「宮本常一著作集１７」未来社

1977（昭和５２）

稲垣尚友「島影が襲いかかってくる－離島逃亡生活」『伝統と現代」４３共同体論伝統と

現代社
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小野重朗「神々の原郷』法政大学出版局

クライナーヨーゼフ・住谷一彦『南西諸島の神観念」未来社

桜井徳太郎『日本のシャーマニズム』下巻弘文堂

斉藤毅「奄美諸島および吐喝lMill列島における伝統的製塩形態の地理学的研究」「人類科学』

３０九学会連合

下野敏見「鹿児島の仮面行事」「えとのす」８新日本教育図書

下野敏見「南西諸島の司祭・巫女と内侍」「南島研究』ｌ８南島研究会

下野敏見「南西諸島の山刀について」『海南民俗研究」２海南民俗研究会

下野敏見「薩南諸島の製塩民俗」『日本塩業大系・特論民俗』日本専売公社

鳥越皓之「トカラ列島の漁業組織と漁業技術」「人類科学』３０九学会連合

内藤莞爾「西南九州の末子相続』御茶の水書房

東喜望「無人島諏訪之瀬島開拓の先駆者一藤井富傳翁伝記資料考説」「奄美郷士研究会報」

１７奄美郷士研究会

村田煕「種子・屋久・トカラ列島の山岳信仰」中野幡能編「英彦山と九州の修験道』山

岳宗教史研究叢書１３名著出版

１９７８（昭和５３）

五十嵐忠孝「吐喝剛列島人口誌」「鹿児島地理学会紀要』２３－１．２鹿児島地理学会

稲垣尚友「山羊と芋酎」未来社

稲垣尚友「私の調査法」米山俊直他編「民衆の生活と文化」未来社

大塚柳太郎・口蔵幸雄・門司和彦「トカラ列島平島における漁活動と食生活」『人類科学」

３１九学会連合

川崎晃稔「南島の剖船」国分直一編「論集海上の道』大和書房

北村伸造・神谷泰光編「トカラ列島フィールドノート・中之島』佛教大学社会学部鳥越

ゼミナール

国分直一・白木原和美「道の島の考古学」「えとのす』９新日本教育図書

下野敏見「トカラ巫女の神ロ」『奄美・沖縄民間文芸研究」創刊号奄美･沖縄民間文芸研

究会

下野敏見「南日本の民具と基層文化」「隼人文化』４隼人文化協会

下野敏見「田の神の系譜」『鹿児島雑筆」５３

下野敏見「南日本の来訪神」『日本民俗学」１１５日本民俗学会

下野敏見「荒神の系譜」「南島民俗」３１南島民俗研究会

下野敏見「おとずれ神一南日本の来訪神をめぐって」『講座日本の民俗』６

下野敏見「南西諸島の昔話」「昔話研究」７

下野敏見「小形馬とオモゲー」「民具マンスリー」１０－９

西元耕司「奄美大島および宝島におけるリュウキュウバショウの利用に関する地理学的研
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究」「鹿児島地理学会紀要」１９－１鹿児島地理学会

白木原和美「悪石島の外国陶磁」「文学部論叢」Ⅳ熊本大学文学会

白木原和美「南西諸島の類須恵器一シナ海半月弧文化圏一」『えとのす」９新日本教育図書

白木原和美「トカラ通信」「えとのす」９新日本教育図書

白木原和美「クガニイシ」「法文論叢」４１熊本大学法文学会

1979（昭和５４）

稲垣尚友・文大島洋・写真「海上の集落一薩南諸島トカラ」ナツメ社

十島村教育委員会編「十島村文化財調査報告書」１十島村役場

川寄兼孝「立証名寄帳写（ロ之島史料)」「十島村文化財調査報告書』１十島村役場

川寄兼孝「ロ之島肥後家々系図」『十島村文化財調査報告書」l十島村役場

川寄兼孝「ロ之島郡司横目速署願書」「十島村文化財調査報告書』l十島村役場

川崎晃稔「薩南諸島のアカトリ」「南島民俗」４１南島民俗研究会

熊本大学法文学部考古学研究室「タチバナ遺跡」研究活動報告４熊本大学法文学部考古学

研究室

下野敏見「南九州・奄美における社会と民俗学」「日本民俗学」１２２日本民俗学会

下野敏見「吐喝卿列島の修験道文化一修験道の南下とその受容」『隼人文化」６隼人文化協

会

下野敏見「中之島盆踊り」「十島村文化財調査報告書』１十島村役場

下野敏見「悪石島盆踊り」「十島村文化財調査報告書』１十島村役場

下野敏見「紅頭喚の食物と南西諸島」「南島研究」２０南島研究会

下野敏見「紅頭喚・台湾・八重山の民俗」「海南民俗研究』３海南民俗研究所

下野敏見「南島の鋸歯文と関連紋様」『海南民俗研究』３海南民俗研究所

下野敏見「南九州およびトカラ列島の御幣」「民具マンスリー」１２－６

下野敏見「トカラ列島のスブネ」『民俗研究」５鹿児島民俗学会

鈴木継美「戸籍を用いた歴史人口の復元一とから列島ロ之島の事例」「民族衛生」４５－３

日本民族衛生学会

鈴木継美「除籍簿と住民登録人口により再構成された出生と死亡一とから列島ロ之島の事

例」「民族衛生』４５－３日本民族衛生学会

鳥越皓之「離島の過疎問題と住民の対応」「桃山学院大学社会学論集」１２－２桃山学院大学

社会学会

鳥越皓之「離島の観光開発の課題と問題点一トカラ列島民の地域開発への対応」山岡栄市

教授古稀記念論文集編集委員会編『地域社会学の諸問題』山岡栄市教授古稀記

念論文集晃洋書房

笹森儀助「十島状況録」『日本庶民生活史料集成』１三一書房
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1980（昭和５５）

伊藤義教「再説「ゾロアスター教徒の来日」」「朝日ジャーナル」９

稲垣尚友『悲しきトカラ」未来社

榎一雄「「日本書紀」の吐火羅国と舎衛」「朝日ジャーナル」８

熊本大学文学部考古学研究室『タチバナ遺跡（２）』研究活動報告７熊本大学文学部考古学

研究室

斎藤毅・塚田公彦・山内秀夫編著『トカラ列島その自然と文化」古今書院

：「吐喝劇列島に関する地域認識の発展」「自然環境の特性」「伝統的生活様式の漸移性」「生

活様式の変容」「結語」

斎藤毅「トカラ列島学術調査の思い出」『地理』２５－４古今書院

下野敏見「南西諸島昔話の特色」「隼人文化』７隼人文化研究会

下野敏見『南九州の民俗芸能』未来社

下野敏見「南西諸島の民俗Ｉ』法政大学出版局

下野敏見「昔話の伝承事情一南九州・薩南諸島一」『日本昔話通観』（鹿児島篇）２５同朋舎

出版

下野敏見「南西諸島の頭上運搬をめぐって」「鹿児島民具』創刊号

竹井恵美子「南西諸島の豆腐をめぐって」「農耕の技術』３農耕の技術研究会

野口武徳「田代安定」「南島研究の歳月沖縄と民俗学との出会い』東海大学出版会

十島村教育委員会「十島村文化財調査報告書』２十島村役場

向山勝貞「奄美諸島の仮面行事」『人類科学』３２九学連合

1981（昭和５６）

伊藤幹治「中之島の祭祀とその社会的文脈」小口偉一教授古稀記念会編「宗教と社会小

口偉一教授古稀記念論集』春秋社

十島村教育委員会編「＋島村文化財調査報告書』３十島村役場

南日本新聞社編「トカラ海と人と』誠文堂新光社

谷克彦『塩いのちは海から」マルジュ社

下野敏見「南西諸島の民俗Ⅲ」法政大学出版局

中野卓「離島トカラに生きた男･第一部一流浪･開墾･神々－』御茶の水書房

鳥越皓之（文）・樋口健二（写真）『最後の丸木舟一海の文化史一」御茶の水書房

下野敏見「トカラ列島ネーシのイニシエーションと機能」「人文学科論集」鹿児島大学法文

学部紀要ｌ７鹿児島大学法文学部

鳥越皓之「トカラ列島の焼畑農業技術についての覚書」「日本民俗学』１３３日本民俗学会

鳥越皓之「トカラ列島における門(カド)と－戸前一年階梯制村落にみる門の形態」「桃山学

院大学社会学論集」１４－２桃山学院大学社会学会

岡谷公二「島の精神誌」思索社
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1982（昭和５７）

大塚柳太郎・口蔵幸雄・「自給を目的とする漁活動の生態学的機能」九学会連合奄美調査委

員会編「奄美一自然・文化・社会』弘文堂

十島村教育委員会編『十島村文化財調査報告書』４十島村役場

甲元真之「トカラ列島の文化」加藤晋平・小林達雄・藤本強編『縄文文化の研究』６続

縄文・南島文化雄山閣出版

鳥越晧之『トカラ列島社会の研究一年齢階梯制と土地制度一』御茶の水書房

：「焼畑の士地制度と村落構造」「共有地と地租改正」「土地制度の変遷と部落の確執」「過

疎問題と住民の対応」「観光開発の課題と問題点」「門と一戸前」「ムラの祭祀とム

ラの移動」「日待講からみたムラの生活と社会構造」「漁業組織と漁業技術」「カツ

オブシ製作の技術｣「焼畑農業技術」「年齢階梯制村落の構造論理」

中野卓『離島トカラに生きた男･第二部一霊界･覚醒･開拓一』御茶の水書房

十島村教育委員会編「のびゆく十島村』

斎藤毅「吐喝剛列島および奄美大島の地理学的特性」九学会連合奄美調査委員会編『奄

美一自然・文化・社会』弘文堂

斎藤毅「奄美諸島・吐喝Nil列島における伝統的製塩形態」九学会連合奄美調査委員会編

「奄美一自然・文化・社会』弘文堂

下野敏見「トカラの聖地と世界観」『日本民俗学」１４４日本民俗学会

下野敏見「トカラ・太陽の御子」『はるかなる海の道」採訪神々のふる里１沖縄・奄美・ト

カラ小学館

下野敏見「物質文化に見る南島基層文化の特色」「南島―その歴史と文化一』４第一書房

下野敏見「南日本のカミの出現」「まつりと芸能の研究』１まつり同好会２０周年記念刊行
△､
工三

下野敏見「海賊与助」「鹿児島県風土記」トラベノレ・メイツ社

島越皓之「耕地共有村落の地租改正一トカラ列島の事例」安藤精一先生還暦記念論文集出

版会編『地方史研究の諸視角」国書刊行会

中野卓・鳥越皓之「土地制度の変遷と村落の確執一トカラ列島中之島の場合一」九学会連

合奄美調査委員会編「奄美一自然・文化・社会』弘文堂

白木原和美「ツボゴの壷一吐喝噺における祭祀形態の資源とその変遷一」『文学部論叢』９

熊本大学文学会

五代秀堯・橋口兼柄編『三国名勝図絵第二巻』青潮社

向山勝貞「奄美諸島の仮面行事」九学会連合奄美調査委員会編「奄美一自然・文化・社

会』弘文堂

村田煕「悪石島の日待に関する資料と解説」「鹿児島民俗」７５鹿児島民俗学会

安田宗生「トカラ列島の農耕儀礼一悪石島の事例を中心として」『文学部論叢」４熊本大学
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文学会

1983（昭和５８）

稲垣尚友『棄民列島吐火羅人国伝」未来社

稲垣尚友「山羊と芋酎一ナオトミのトカラー」未来社

川寄兼孝「口之島の「立証名寄帳写」について」西南地域史研究会編『西南地域史研究」

５文献出版

下野敏見「建築儀礼の特色と問題点」「日本民俗学」１５０日本民俗学会

下野敏見「ナマハゲが薩南諸島の島々に存在している」『博学紀行一鹿児島県」福武書店

下野敏見「トカラのテラ墓」『隼人文化」１３隼人文化研究会

下野敏見「宝島の火の神祝詞」説話・伝承学会編『説話伝承の日本．アジア・世界」桜

風社

白木原和美「トカラ列島への誘い」「えとのす」２１新日本教育図書株式会社

川崎晃稔「薩南諸島の磯漁」「鹿児島民具」３鹿児島民具学会

田畑久夫・紀禎哉・寺本陽子「近代以降の吐喝劇列島における村落構造の変貌一宝島を事

例として－」「歴史地理学紀要』２５歴史地理学会

藤原明衡著・川口久雄訳「新猿楽記」平凡社

1984（昭和５９）

稲垣尚友「吐喝卿に生きた常ジィの思い出」團伊玖磨監修『沖縄・薩南の島々」にっぼ

ん島の旅５中央公論社

鵜飼照喜「「トカラ列島社会の研究」鳥越皓之署」「社会学評論」３５－１日本社会学会

下野敏見「ヤマト・琉球を吹きぬける南西諸島の風」「季刊自然と文化』春季号日本ナ

ショナルトラスト

下野敏見「南西諸島の民俗芸能」團伊玖磨監修『沖縄・薩南の島々」｝こつぼん島の旅５

中央公論社

下野敏見「カミとシヤーマンと芸能」八重岳書房

：「原始のカミの出現」「風土と祭りと芸能」

下野敏見「トビウオ招き－にっぼん文化を薩南諸島に探る－」八重岳書房

：「ヤマト・琉球を吹きぬける南西諸島の風」「薩南諸島に出没する仮面来訪神」「近世風流

の伝承地帯を行く」「ヤマトの民具と琉球の民具」「トビウオ招きとエピス神」「太

陽の御子・ネーシの誕生」「サンゴ礁の島の風葬墓地」「古風なトカラ盆踊り」「ト

カラ列島の民俗文化の特色を探る」

1985（昭和６０）

木村大治「「トカラ列島社会の研究一年齢階梯制と土地制度」鳥越皓之箸」『季刊人類学』
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１６－１京都大学人類学研究会

小野重朗『民具の伝承有形文化の系譜（下)」慶友社

紙谷敦之「七島郡司考一明清交替と琉球支配一」「南島史学』２５．２６南島史学会

白木原和美「南島＝題一古墳文化に関連して－」論集日本原史刊行会編「論集日本原史』

吉川弘文館

末吉寛季「宝島歴史散歩(第一集)」

水野修『七島灘を越えて」海風社

向山勝貞「南海の仮面来訪神」『蒼海訪神うみ」日本人の原風景２旺文社

1986（昭和６１）

大井徳三「巨大魚の飛ぶ海一鹿児島・ダツ漁の島一」ＮＨＫ社会教養部『ぐるつと海道３

万キロ」取材班編『ぐるつと海道３万キロ」１沖縄九州編飛鳥新社

下野敏見「ヤマト文化と琉球文化一南の島々の生活行事に映った日本文化の古層地図一』

ＰＨＰ研究所

下野敏見「奄美・吐喝劇の高倉」「吐喝剛列島のオモゲー」「琉球へラ」『技術と民俗』下都

市・町・村の生活技術誌日本民俗文化大系１４小学館

中山清美「トカラと奄美」『せあらとみ－琉球の歴史と文化一」２「せあらとみ」同人

1987（昭和６２）

大胡修「宝島の祭祀組織の構造と変化一神役組織を中心として－」『社会人類学からみた日

本』蒲生正男教授追'悼論文集何出書房新社

木村大治「小集団社会における「集まり」の構成一トカラ列島の事例」「季刊人類学』１８

－２京都大学人類学研究会

小野重朗「稲作正月と七島正月」「隼人文化」１９隼人文化研究会

川崎史人「シャーマンと神・祖霊一トカラ列島のネーシの場合一」木曜会編「民俗宗教」

１創樹社

川崎史人「トカラ列島の祭祀組織とトンチー悪石島の事例を中心にして－」「明治大学社

会・人類学年報」１

下野敏見「トカラ列島の聖地と神々」谷川健一編「日本の神々－神社と聖地一』１３南西

諸島白水社

1988（昭和６３）

琉球王国評定所文書編集委員会「琉球王国評定所文書」全十九巻（1988～200）浦添市教

育委員会

1989（昭和６４．平成元）

十島村教育委員会『トカラだより人と島々山海留学』

－２７５－



湖中真哉「平等主義社会の「利得と代価」－トカラ列島Ｋ島の事例」「日本民俗学』１７９

日本民俗学会

下野敏見「ヤマト・琉球民俗の比較研究」法政大学出版局

谷川健一編『巫女の世界」日本民俗文化資料集成６三一書房

中盾興編『日本における海洋民の総合研究一糸滴系漁民を中心として－」下巻九州大

学出版局

向山勝貞「南九州の草木神」「季刊自然と文化」２６草荘神日本ナショナルトラスト

安田宗生「悪石島の漁携伝承」「文学部論叢」２８熊本大学文学会

1990（平成２）

十島村教育委員会『ふるさと十島」

石井忠「漂流物事典一海からのメッセージー」朝日新聞社

大林太良「合流と境界の隼人世界の島々」「隼人世界の島々」海と列島文化５小学館

小野重朗「南九州と薩南諸島の農耕儀礼」『隼人世界の島々」海と列島文化５小学館

上村俊雄「南九州の考古学」『隼人世界の島々」海と列島文化５小学館

川崎晃稔「海亀の民俗」『隼人世界の島々』海と列島文化５小学館

紙屋敦之『幕藩制国家の琉球支配」校倉書房

下野敏見「トカラ列島の民俗文化」「隼人世界の島々」海と列島文化５小学館

高谷紀夫「南西諸島の社会史一九州よりトカラ列島まで－」『隼人世界の島々」海と列島文

化５小学館

向山勝貞「仮面と神々」「隼人世界の島々』海と列島文化５小学館

1991（平成３）

稲垣尚友『青春放蕩』福音館書店

大胡欽一『悪石島予備調査報告Ⅱ－鹿児島県十島村悪石島一」『野帳』５明治大学政経学部

社会学研究室

鹿児島民具学会編「かごしまの民具鹿児島民具博物誌」慶友社

川崎晃稔「日本丸木舟の研究」法政大学出版局

豊田謙二『薩摩焼酎紀行民の生活と文化」高木書房出版

藤沢高治「南島周遊誌」昌文社

宮山清「黒潮の譜戦時中の十島記」

本木修次「離島めぐり１５万キロ』古今書院

1992（平成４）

大胡修ゼミナール「悪石島予備調査報告Ⅲ－鹿児島県十島村悪石島の記録一」『野帳』６明

治大学政経学部社会学研究室

－２７６－



瀬尾央「吐喝噺トカラの遠い空から』山と渓谷社

小野重朗（文）・鶴添泰藏（写真）『鹿児島の民俗暦」海鳥ブックス１３海鳥社

石井忠「海辺の民俗学』新潮社

川崎史人｢対比と収数の世界観一トカラ列島悪石島におけるトンチとヒガシをめぐって－」

「南島史学』３９南島史学会

小園公雄「薩摩国十島村（ロ之島．中之島）の中世城砦と倭冠について」『隼人文化」２４．

２５隼人文化研究

下野敏見「フォークロア南九州一基層文化の探究一」丸山学芸図書

白木原和美「琉球弧の考古学一奄美と沖縄諸島を中心に－」「琉球弧の世界」〈海と列島文

化〉６小学館

谷川健一「｢古琉球」以前の世界一南島の風土と生活文化一」「琉球弧の世界』〈海と列島文

化〉６小学館

萩尾俊章「沖縄における神酒と泡盛の諸相」『沖縄県立博物館紀要」１８沖縄県立博物館

久永元利「石敢當探訪・第三集一大隈諸島・吐喝劇列島編一」雪屋書房

1993（平成５）

安渓貴子「トカラ列島中之島のサトイモ類の外部形態と染色体数」『沖縄生物学会誌』３１

沖縄生物学会

石井忠「海からのメッセージ・漂着物」『漂流と漂着・総索引』海と列島文化別巻小学館

大胡修ゼミナール「平島調査報告Ｉ－鹿児島県十島村平島一」『野帳』７明治大学政経学部

社会学研究室

尾竹俊亮「幻の琉球一トカラ列島一」まるうど社

喜舎場一隆「近世薩琉関係史の研究』国書刊行会

小田雄三「嘉元四年千竈時家処分状について－得宗・得宗被官・南島諸島一」「年報中世史

研究』

木部暢子「トカラ列島宝島の中舌母音」「国語国文薩摩路」３７鹿児島大学法文学部国文学

研究室

榮喜久元『道之島紀行」丸山学芸図書

中村明蔵「隼人の研究」丸山学芸図書

フオルカード署中島昭子・小川小百合訳「幕末日仏交流記フォルカード神父の琉球日

記』中央公論社

外間守善・下野敏見「対談：沖縄の装身文化を考える」『化粧文化』２８沖縄の美ポーラ

文化研究所

本木修次「離島めぐり１５万キロ」Ⅱ古今書院

1994（平成６）
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東喜望「笹森儀助－その生涯と事績一」「季刊自然と文化』４６日本ナショナルトラスト

大胡修「伝統的社会の構造的特質とその変化一トカラ・宝島の事例研究一」穴田義孝．大

胡修・加藤隆・大胡欽一共著「南島民俗文化の総合研究」人間の科学社

大胡修「トカラ社会の年中行事一鹿児島県十島村宝島の事例一」『政経論叢」６２－２．３

明治大学政治経済研究所

小川亥三郎「小宝島の古名・島子について」「鹿児島民俗」１０５

菊池保夫「十島村の沖縄戦」『奄美郷士研究会報』３４

熊本大学考古学研究室編『トカラ列島の考古学的調査」＋島村埋蔵文化財調査報告１

＋島村教育委員会

熊本大学文学部考古学研究室「宝島大池遺跡」熊本大学文学部考古学研究室研究報告１

熊本大学文学部考古学研究室「諏訪之瀬島切石遺跡』熊本大学文学部考古学研究室研究報

告１

下野敏見「トカラ列島民俗誌」第一書房

：「トカラ列島概観」「悪石島の民俗」「平島の民俗」

1995（平成７）

稲垣尚友『十七年目のトカラ・平島』鳧社

宝島大池遺跡発掘調査班「吐喝劇列島宝島大池遺跡」「国立歴史民俗博物館研究報告』６０

国立歴史民俗博物館

十島村誌編集委員会編「十島村誌』十島村

十島村役場編『吐喝劇」チクマ離島シリーズチクマ秀版社

下野敏見｢琉球文化圏の墓制と祖霊祭｣「日本研究｣１２国際日本文化研究センター紀要

下野敏見「講演・民家と民俗神」「民俗建築』１０８

下野敏見「もう一つの餅なし正月一芋作から稲作へ－」『フォークロア』６

渡山恵子「ネーシ（巫女）の祓から近代医療の受容過程について－悪石島における聞き取

り調査一」『隼人文化」２７．２８隼人文化研究会

宮田登「民俗宗教と「女の力｣」「仏教』３０

1996（平成８）

安渓貴子「サトイモのきた道一西表・トカラ・屋久島の調査から」『ヒト・モノ・コトバの

人類学」國分直一博士米寿記念論文集慶友社

稲垣尚友「密林のなかの書斎一琉球弧北端の島の日常一」鳧社

大木隆志「シリーズ旅の記憶(79)火山の飛び石・サンゴ礁の飛び石一トカラ列島・小宝島の

１日」『地理』４１－１０古今書院

木下尚子『南島貝文化の研究一貝の道の考古学一」法政大学出版局

小島摩文「シヤーマンの儀礼的女'性化について－悪石島のＳさんの思い出一」「比較民俗

－２７８－



学会報」１６－２比較民俗学会

下野敏見「巫女舞いの伝統一特に内侍舞いについて－」「日本民俗学』２０７日本民俗学会

下野敏見「日本の火の神信仰―特に南西諸島を中心として－」山折哲雄編「日本文化の

深層と沖縄」国際日本文化研究センター

下野敏見「トカラは琉球かヤマトか」「ヒト・モノ・コトバの人類学」國分直一博士米寿記

念論文集慶友社

中村明蔵『ハヤト・南島共和国」〈鹿児島文庫２９〉春苑堂出版

村田煕「種子・屋久・トカラ列島の山岳信仰」「南九州の庶民生活』村田煕選集３第一書房

村田煕「悪石島の日待に関する資料と解説」『南九州の庶民生活』村田煕選集３第一書房

村田煕「悪石島の盆踊とボゼ」「南九州・薩南諸島の芸能」村田煕選集４第一書房

1997（平成９）

池宮正治「歴史と説話の問一語られる歴史一」琉球王国評定所文書編集委員会編『琉球

王国評定所文書」第十三巻浦添市教育委員会

紙屋敦之「大君外交と東アジア」吉川弘文館

小島摩文「トカラ列島と奄美群島における「地域開発と民俗変化｣」「日本民俗学』２１０日

本民俗学会

永山修一「古代・中世における薩摩・南島間の交流一夜久貝の道と十二島」村井章介・佐

藤信・吉田信之編「境界の日本史』山川出版社

宝島大池遺跡発掘調査班「トカラ列島宝島大池遺跡」「国立歴史民俗博物館研究報告』７０

国立歴史民俗博物館

村井章介「中世国家の境界の琉球・蝦夷」村井章介・佐藤信・吉田信之編「境界の日本

史』山川出版社

山崎義人・後藤春彦・村上佳代「島民生活の体系的把握による小宝島の生活環境に関する

考察一離島の人口定着と地域維持に関する研究｣『日本建築学会計画系論文集』500

日本建築学会

1998（平成１０）

毛利甚八「鹿児島県トカラ列島宝島1996年９月と１０月の旅」「宮本常一を歩く』下巻小

学館

尾口義男「薩摩藩の人口」『黎明館調査研究報告第」ｕ鹿児島県歴史資料センター黎明館

紙屋敦之「薩摩の琉球侵入」「新琉球史近世編（上)」琉球新報社

ヨーゼフクライナー「記念講演トカラの海からみた日本文化」「国際海洋シンポジウム

「海は人類を救えるか」（1997版)」日本財団

本木修次『小さい分校めぐり』ハート出版

向一陽「１こつぼん島の頂で２l中之島（トカラ列島）・御岳」『山と渓谷」７５５山と渓谷社

－２７９－



1999（平成１１）

阿満晋「理想郷をさがす旅５『黄島・悪石島幻視行｣」「しま』４５－２日本離島センター

龍田考古会編「南西諸島の先史時代」白木原和美南島関連論文龍田考古会

福満寿雄「住めば都の島暮らし」「新聞研究』５８１

山里純一『古代日本と南島の交流」吉川弘文館

和田久徳・高瀬恭子・内田晶子・真喜志璃子「李朝実録の琉球国史料（訳注）（二)」「南島

史学」３７南島史学会

2000（平成１２）

上西重行『夢から来た景色」ボーダインク

岡谷公二「南の精神誌」新潮社

木部暢子『西南部九州二型アクセントの研究』勉誠出版

尾口義男「薩摩藩と近世琉球国の人ロー琉球人口データ及び近世前期の薩摩藩の社会動向

に関する新たな史実を付加しての「薩摩藩の人口」補論一」『黎明館調査研究報告」

１３鹿児島県歴史資料センター黎明館

竹村嘉晃「トカラ列島口之島の霜月祭り-1999年度のフィールドワーク報告｣「ムーサ』１

豊見山和行「冠船貿易からみた琉球王国末期の対清外交」『日本東洋文化論集」６琉球大学

法文学部紀要

宮下章『鰹節」ものと人間の文化史９７法政大学出版局

2001（平成１３）

日高恒太朗「島の食事一種子島・屋久島・吐喝噺紀行一」透士社

茶圓正明・市川洋「黒潮』（かごしま文庫７１）春苑堂出版

上原兼善『幕藩制形成期の琉球支配』吉川弘文館

川野和昭「もう一つの焼畑一南九州と東南アジアの竹の焼畑一」赤坂憲雄編「東北学』

＜南北論の視座＞４東北芸術工科大学東北文化研究センター

佐々木真紀子｢｢ゴセンゾサマの正月」における女`性の役割一トカラ列島悪石島の事例より」

『政治学研究論集』１５明治大学大学院

鈴木勇次「トカラ臥蛇島へのバック・トウー実現一臥蛇島離島三○周年記念として旧住民

海を渡る」「しま』４７－２日本離島センター

出口昌子「丸木舟』ものと人間の文化史９８法政大学出版局

下野敏見「民具から見た列島の文化史」赤坂憲雄編「東北学」＜南北論の視座＞４東北

芸術工科大学東北文化研究センター

清水哲男「吐喝噺へ都会の夢・島の夢』再海社

－２８０－



2002（平成１４）

稲垣尚友「サチバアの先祖祭り－平島の女たち－」赤坂憲雄編「東北学」＜海と鳥の民

族史＞５東北芸術工科大学東北文化研究センター

今村治華「トカラ列島北上旅日記」「ラメール」２７－３日本海事広報協会

ＮＨＫ出版編『データマップ日本一日本経済再生への処方菱一」＜ＮＨＫスペシャルドキ

ュメント＞

東喜望「笹森義助の軌跡辺境からの告発』法政大学出版社

川野和昭「｢海上の道」再考一南九州・奄美諸島とラオス・タイのアカ族の稲種・稲魂継承

儀礼の比較から－」赤坂憲雄編『東北学』＜海と鳥の民族史＞５東北芸術工科

大学東北文化研究センター

田畑千秋「トカラ列島の言語事情一諏訪之瀬島に残る奄美方言」「国文学解釈と鑑賞』６７

－１至文堂

出口昌子「丸木舟の世界一列島と周辺アジアー」赤坂憲雄編『東北学』＜海と鳥の民族

史＞５東北芸術工科大学東北文化研究センター

徳永和喜「トカラ列島、その海洋文化」赤坂憲雄編「東北学」＜〈南〉の精神史＞６

東北芸術工科大学東北文化研究センター

下野敏見「名越左源太著「南島雑話」を読んで（下)」「鹿児島民俗」編集委員会編『鹿

児島民俗」ｌ２１鹿児島民俗学会

渡山恵子「ネーシ（内侍）の継承と成巫過程一悪石島の場合一」「鹿児島民俗」編集委員会

編「鹿児島民俗』１２１鹿児島民俗学会

野元尚且｢黒潮海道を行く沖縄～鹿児島カヤック１０００キロ』葦書房

真栄平房昭「トカラ海域史の視点一海上交通と異国船来航をめぐって－」赤坂憲雄編

「東北学』＜海と烏の民族史＞５東北芸術工科大学東北文化研究センター

松下志朗・下野敏見編「街道の日本史５５鹿児島の湊と薩南諸島』吉川弘文館

2003（平成１５）

今村治華「島を旅する」南方出版社

今村治華「小宝島」『別冊太陽日本の島」平凡社

奥野一生「日本の離島と高速船交通」竹林館

川野和昭「｢海上の道」と南九州および南西諸島の民俗一七島正月とショチョガマと－」赤

坂憲雄・中村生雄・原田信男・三浦佑之編「人とモノと道と」いくつもの日

本３岩波書房

佐竹京子「軍政下の奄美の密航･密貿易」南方新社

外川健一「離島の廃棄物リサイクル事情１２離島のなかの離島!?－鹿児島県トカラ列島の

廃棄物事情(1)」『Indust』１７－６全国産業廃棄物連合会

外川健一「離島の廃棄物リサイクル事』情１３離島のなかの離島!?－鹿児島県トカラ列島の

－２８１－



｡

廃棄物事情(2)諏訪之瀬を訪ねて」｢Indust』１７－７全国産業廃棄物連合会

外川健一「離島の廃棄物リサイクル事’情１４離島のなかの離島!?－鹿児島県トカラ列島の

廃棄物事情(3)中之島・悪石島を訪ねて」『Indust」１７－８全国産業廃棄物連合会

西岡拓二「島にくりこまれた暮らし」＜島に渡る５＞『九州のムラ」１２九州のムラ出版室

高江洲昌哉「1870,80年代の鹿児島県下の島唄を巡る行財政史的考察」『沖縄文化研究」２９

沖縄文化研究会

徳永和喜「文政７年宝島江異国人到来事件『黎明館調査研究報告』１６鹿児島県歴史資料

センター黎明館

豊見山和行編『日本の時代史１８琉球・沖縄の世界』吉川弘文館

平凡社編『別冊太陽」日本のこころ125＜日本の探検者たち＞平凡社

向山勝貞「南西諸島の仮面行事―特に竹ヒゴ製の仮面について－」「世界に拓く沖縄研究』

第４回「沖縄研究国際シンポジウム」ヨーロッパ大会第４回「沖縄研究国際シ

ンポジウム」実行委員会

－２８２－



南海日日新聞平成７（1995）年12月23日

薩
摩
・
奄
美
間
の

島
蝿
群

鹿
児
島
｛
電
美
の
間
に
は
、

現
在
ｐ
万
政
区
の
区
分
で
い
え

ば
、
ｈ
『
劇
ど
も
よ
ば
れ
る
竹

島
・
硫
薗
圏
（
鬼
界
ケ
島
）
・

黒
島
の
圏
埠
團
郡
三
島
村
が
一

グ
ル
ー
プ
ン
じ
て
あ
る
。
つ
い

で
西
之
塞
、
と
熊
毛
郡
に
属
し

て
い
る
掴
子
鬮
・
西
之
表
巾

行
政
区
の
馬
毛
圏
ｄ
屋
久
圏
・

上
屋
久
町
に
含
ま
れ
る
ロ
永
良

部
島
の
島
鯛
（
し
よ
）
が
あ

る
。
そ
し
て
鹿
児
島
郡
十
島
村

（
と
し
壷
Ｕ
が
あ
る
。
こ
の

６
年
の
歳
月
を
か
け
た
大
著
『
＋
島
村
誌
』

島
鯛
群
は
、
下
七
島
（
し
も
ひ
恩
石
島
・
小
宝
島
・
宝
圏
。
上
略
年
表
が
つ
い
て
い
る
。
鴎
ｈ
旧
仲
蝿
ま
で
の
島
繍
群
の
｝
、
こ
の
地
域
を
現
在
の
行
政

ち
と
う
）
・
ト
カ
ラ
列
島
と
も
根
島
・
横
当
圏
の
土
か
ら
な
行
政
区
越
え
た
一
樹
成
部
分
で
あ
る
か
ら
穂
概
念
の
一
地
方
賊
と
捉
え
る
に

よ
ば
れ
て
い
る
が
、
北
か
ら
ロ
る
。
そ
の
う
一
二
臥
蛇
島
・
上
△
醜
み
〉
を

島
鯛
群
に
お
け
る
人
・
物
の
移
は
脈
理
が
あ
る
ｏ
下
野
敏
見
氏

之
島
・
臥
蛇
島
（
が
じ
ゃ
じ
根
島
・
樹
当
島
の
四
島
は
無
人
こ
の
更
幽
瀞
腿
幽
を
我
々
動
や
歴
史
鬮
鯉
は
現
在
の
行
政
が
「
監
修
及
び
編
巣
に
あ
だ
つ

ま
）
・
小
臥
蛇
島
・
中
之
島
・
島
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
圏
乏
は
ど
う
腕
む
か
、
と
い
う
こ
と
区
を
越
え
る
の
で
あ
る
。
ま
Ｅ
蚕
」
の
地
域
忍
北
と
南
の

平
島
（
た
い
ら
じ
毒
・
卵
肪
押
さ
え
て
み
る
と
、
奄
美
・
鹿
が
念
頭
に
お
か
れ
な
く
て
は
な
た
、
行
政
も
歴
史
的
に
変
賑
し
狭
間
の
周
苣
指
摘
し
て
い
る
の

之
瀬
島
（
す
わ
の
せ
じ
ま
）
・
児
島
の
海
上
に
は
ふ
つ
う
十
八
・
角
ぽ
い
・
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
て
い
る
。
近
代
を
例
に
と
る
は
、
一
つ
に
は
そ
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

〃
し
丁
五
可
、
Ｉ
ノ
甜
刑
Ⅱ
叩
０
仁
Ｌ
・
山
Ｉ
Ｐ
Ａ
可
邑
田
肌
。

③
奄
罠
卜
肺
隅
ｎ
個
解
い
化

各
島
の
個
性
を
重
視

困
難
乗
り
越
え
て
編
集

０！■ⅢⅡロロロロⅡ口Ⅱｕ■■、‘

現
在
の
行
政
区
分
と
し
て
の
十
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
醤
が
園
支
庁
で
あ
っ
た
。
下
七
園
は
私
は
『
十
輿
瀞
艦
瞠
を
、
こ

島
村
か
ら
宝
‐
島
村
臆
（
と
し
そ
ｐ
し
た
側
面
を
園
視
し
て
各
大
島
支
庁
に
応
上
三
島
は
大
島
と
で
は
②
、
③
の
立
場
を
中
心

ま
そ
ん
し
）
』
並
全
間
の
歳
編
を
記
述
し
て
い
る
た
め
に
可
支
庁
種
子
島
出
張
所
の
菅
帽
で
に
近
世
と
近
現
代
史
の
面
か
ら

月
を
へ
て
一
九
九
五
年
三
月
に
能
で
あ
る
。
も
と
も
と
十
一
の
あ
る
。
一
九
○
八
年
（
明
治
四
腕
ん
で
み
た
い
。

発
行
さ
れ
た
。
目
次
は
、
第
一
島
か
ら
成
り
立
つ
た
め
、
そ
れ
十
一
年
）
に
は
、
下
七
島
・
上
〔
奄
美
郷
士
研
究
会
会
員
）

編
概
観
と
し
て
自
然
環
境
、
社
ぞ
れ
の
「
島
誌
」
も
可
能
で
お
三
島
が
大
島
郡
十
島
村
（
じ
っ

会
環
境
・
第
一
一
編
歴
史
は
先
史
る
。
そ
れ
⑪
え
各
島
を
一
冊
に
と
つ
そ
ん
）
と
な
る
ｐ
一
九
四
（
十
島
村
誌
編
集
委
員
会

時
代
の
ト
カ
ラ
、
中
世
の
ト
カ
ま
と
め
る
に
は
困
難
を
伴
う
六
年
（
昭
和
一
一
十
一
年
）
下
七
編
・
十
島
村
発
行
⑪
０
９
９
２

ラ
、
近
世
の
ト
カ
ラ
、
近
・
現
が
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
て
い
圏
は
奄
美
と
同
じ
く
米
軍
支
配
⑳
２
１
０
１
、
頒
価
三
千
円
）

、
闘
璽
棚
雰
”
お
》
Ｑ
ｏ

と
つ
。

こ
れ
ぢ
の
風
翻
騨
の
三
、
①
二
島
鯛
の
陶
腱
淋
読
ｐ
」
悪

尋削政己

…
：
…

…
第
…
に
菫
理
由
も
理
解
で
き
域
石
上
三
…

て
意
の
政
治
、
村
民
の
生
盈

…
芒
て
一
芸

に
な
っ
た
理
由
も
理
解
で
き

る
。②
現
在
の
行
政
区
概
念
の
地

域
石
上
三
島
は
圏
児
島
県
行

政
下
と
な
る
。
そ
し
て
一
九
五

一
一
年
（
昭
和
二
十
七
年
）
、
下

七
島
は
奄
美
よ
り
一
年
早
く

「
復
帰
」
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
地
域
を
現
在
の
行
政鱸

－２８３－



南海日日新聞平成７（1995）年12月24曰

来
漕
」
と
し
て
琉
球
那
胴
川
を
返
却
す
る
規
定
に
な
っ
て
い
へ
直
接
返
済
さ
せ
る
と
い
う
琉

そ
の
一
つ
に
、
船
の
遭
難
時
出
帆
し
、
願
脅
し
て
い
る
。
そ
る
。

球
と
当
鬮
者
間
の
決
裁
で
、
瞳

の
揮
借
米
の
決
裁
の
仕
方
が
、
の
際
、
船
頭
の
祠
ま
と
吉
大
鳥
か
ら
琉
激
に
鯛
翻
し
て
廟
に
決
裁
の
煩
わ
し
さ
や
損
害

琉
球
・
奄
美
だ
け
で
な
く
ト
カ
一
匹
名
で
、
真
米
一
石
一
一
垂
〈
拝
借
し
た
錫
拾
臓
价
脇
島
後
を
与
窪
い
と
い
う
規
定
に
変

ラ
も
含
壇
島
襖
全
体
と
し
て
升
二
台
を
船
中
拝
借
米
と
し
に
、
大
島
の
「
大
島
蔵
」
へ
返
更
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ

臓
順
は
組
織
さ
れ
か
窺
篭
覆
待
て
中
之
島
の
甫
心
米
」
の
済
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
れ
で
は
、
実
際
に
返
済
さ
れ
ず

つ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
中
か
ら
借
り
、
そ
の
借
り
た
分
こ
④
」
と
か
ら
互
重
、
鼠
琉
球
と
し
て
も
困
る
の
で
、
も

る
⑪

だ
け
、
藩
か
ら
補
堀
Ｃ
卜
Ｇ
喚
問
で
漂
着
し
た
民
間
の
人
盈
と
の
志
っ
に
上
納
米
と
の
相
殺

『
十
島
村
誌
』
に
は
未
記
赦
さ
れ
て
い
る
。

は
、
漂
翰
地
で
窪
謄
来
を
す
る
を
一
七
九
一
一
年
（
寛
政
四
毎

史
料
で
あ
る
が
、
「
十
島
村
文
『
琉
球
館
文
圏
』
の
一
七
九
と
、
文
字
ど
お
り
そ
の
分
だ
け
に
要
求
し
て
い
る
、
（
拙
稿

化
財
鯛
査
報
告
雷
（
第
一
二
一
年
（
寛
政
四
毎
の
文
闇
に
返
済
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
「
奄
美
か
ら
視
た
瞳
犀
支
配
下

銅
）
の
「
中
之
島
年
貢
鰹
ｊ
よ
る
と
、
挿
謄
し
た
琉
球
の
る
。
も
ら
い
き
り
で
は
な
い
こ
の
島
餌
琶
、
薪
沖
縄
文

に
、
一
八
四
一
年
実
保
十
人
々
は
鹿
児
島
の
琉
球
蛸
に
返
し
が
わ
か
る
。
属
す
る
島
に
婦
髻
Ⅲ
号
）

間
の
決
裁
に
つ
い
て
削
述
の
と
、
鹿
児
島
以
南
の
島
鯛
の
願

『
十
鍋
村
匿
の
近
世
は
、
一
一
）
五
月
三
日
、
中
之
島
屋
る
玄
」
と
に
な
っ
て
い
る
。
舌
」
罵
靴
鰯
甲
念
菖
を
み
る
と
、
着
で
の
拝
借
米
に
つ
い
て
は
、

ほ
と
ん
ど
『
鹿
児
島
県
史
』
、
ｊ
，
瀬
へ
、
船
美
琉
球
勝
連
間
切
か
ら
鬮
厩
が
返
済
の
決
裁
を
し
琉
球
で
の
騒
摩
や
大
島
の
人
有
以
下
の
よ
う
に
首
え
る
。

「
十
鬮
村
文
化
財
調
査
報
告
の
比
嘉
村
平
良
之
親
興
上
の
七
て
い
る
の
で
あ
る
っ
。
の
拝
借
悉
使
以
前
は
琉
球
が
①
島
喚
問
で
の
漂
着
時
に

南
」
（
第
一
一
曇
（
一
九
八
○
反
帆
馬
鑑
船
歴
（
そ
う
）
が
琉
球
内
部
に
お
い
て
は
、
瞳
摩
へ
送
る
上
納
米
と
相
殺
す
は
、
願
糟
の
人
々
か
ら
揮
借
来

年
八
月
十
圏
村
教
育
委
員
藻
糟
し
た
鬮
例
が
あ
る
。
『
多
良
間
文
瞥
』
に
よ
る
と
、
る
規
定
で
あ
っ
た
。
一
七
七
一
一
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
そ
の
地

会
）
、
『
藩
法
集
８
鹿
児
島
四
月
十
五
日
、
宮
古
島
の
貢
宮
古
鬮
人
が
多
良
間
に
顔
糟
し
年
（
安
永
元
年
）
、
こ
の
制
度
の
役
所
か
ら
閏
し
出
す
・

瞳
（
上
下
）
か
ら
の
史
料
提
米
搬
送
の
た
め
の
「
宮
古
圏
御
米
を
揮
借
し
た
ら
、
宮
古
更
は
止
め
て
鹿
児
島
の
琉
球
館
②
返
済
は
漂
糟
民
属
地
の
島

示
で
榴
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

の
役
所
へ
す
る
。

鍵
瀧
鼈
島
喚
問
の
拝
借
米
》
鯛
繍
鰯

般
へ
の
鰯
願
藩
の
政
閑
を
理
解

あ
る
。
具
体
的
返
済
の
方
法
は

究
明
に
必
要
な
史
料
轤
鯛
襲
伽
露

さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

遭
難
時
の
糎
祉
旧
米

あ
る
。
こ
の
仕
組
み
の
《
邑
二
．

る
ｏ

球
と
当
鬮
者
間
の
決
裁
壷
、
瞳
返
済
戸
、
湘
国
時
に
代
銀
で
返

大
鳥
か
ら
琉
球
に
鯛
翻
し
て
廟
に
決
裁
の
煩
わ
し
さ
や
損
害
す
約
束
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

拝
借
し
た
錫
拾
随
价
脇
島
後
を
与
え
な
い
と
い
う
規
定
に
変
み
る
と
、
他
藩
と
の
関
係
も
同

に
、
大
島
の
「
大
島
蔵
」
へ
返
更
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
橡
で
あ
る
こ
皇
伍
物
語
っ
て
い

済
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
れ
で
は
、
実
際
に
返
済
さ
れ
ず
る
。
ま
た
小
名
島
の
飢
適
時
の

こ
④
」
と
か
ら
す
る
と
、
鼠
琉
球
と
し
て
も
困
る
の
で
も
救
米
に
つ
い
て
も
同
槻
で
あ
る

幌
間
で
漂
着
し
た
民
間
の
人
々
と
の
志
っ
に
上
納
米
と
の
相
殺
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
０

は
、
漂
翰
地
で
揮
僧
米
を
す
る
を
一
七
九
一
一
年
（
寛
政
凹
毎
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
『
十
島

と
、
文
字
ど
お
り
そ
の
分
だ
け
に
要
求
し
て
い
る
、
（
拙
稿
村
塵
は
、
難
船
対
応
も
含

０●２
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ｂ
、
舌
」
の
役
所
に
返
済
す
る

仕
組
み
で
あ
る
ｏ

決
裁
は
役
所
間
で

そ
の
後
返
済
分
と
し
て
受
け

取
っ
た
役
所
と
貸
し
出
し
た
所
以
上
の
こ
と
か
ら
、
琉
球
・

と
の
返
済
関
係
は
ど
う
な
っ
て
奄
美
だ
け
で
な
く
、
宝
‐
島
村

い
る
の
か
。
薩
摩
、
琉
球
王
府
壁
・
と
そ
の
典
拠
史
料
を
見
る

め
、
そ
の
究
明
に
大
き
な
役
馴

を
果
た
す
蚕
⑫
○
毛

（
奄
美
郷
士
研
究
会
会
員
）

－２８４－
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の
一
コ
え
、
実
憎
に
即
し
た
規
定

を
定
め
て
い
る
。

ト
カ
ラ
で
は
、
船
奉
行
の
も

と
ロ
之
島
、
中
之
島
、
宝
島
に

在
番
奉
行
を
、
各
島
に
郡
司
・

樹
目
・
浦
役
・
名
頭
を
贋
い

た
ｏ
郡
司
は
各
島
の
報
告
を
在

番
奉
行
や
御
船
手
に
し
て
い

異
な
る
支
配
形
態
堯
溌
鑿
鰯
胎
鼈
織
鰹
零
舵
疑
駅
麗
篭
墾
一
繁
露
蕊

乞
う
や
襄
譲
の
一
一
一
い
る
。
霊
と
壱
鑑
讓
蕎
堕
キ
リ
ス
ト
慧
頗
通
手
娠
鰹
志
、
牟
鮨
雲
藷
勢
琵
雲

畿
は
、
霞
藩
の
嘉
乞
露
鐸
稟
瑳
に
つ
い
て
な
簔
畠
に
し
て
い
る
。
肥
一
績
雪
。
こ
装
扇
翁
謬
る
こ
壱
露
氣
て
い

雇
襄
つ
あ
罎
笙
っ
て
譲
墓
へ
鑿
し
忘
る
。
警
凛
、
盤
蕊
芙
き
て
い
る
坊
瀧
、
屋
久
島
、
奄
た
（
六
五
鼻
）
。
こ
至
鰯

い
る
ｏ

ま
た
、
郡
司
、
奄
美
の
代
さ
、
乗
贄
露
・
輿
轌
・
美
、
讓
牢
薫
虐
高
揚
し
て
舅
電
薑
同

鱸
聯
鰯
繍
通
手
形
研
究
に
重
要
鱗
灘
蕊

甥
国
去
喜
創
し
、
嘘

臺
鰯
乞
ま
り
、
秦

馨
露
罎
轟
葆
製

代
米
制
度
は
検
討
課
題
鑪
撫
胖
難
纐
鐡

と
っ
た
と
い
う
。
好
し
、
実

震
そ
っ
逗
葎
っ
だ
。
各

れ
爵
菖
集
霧
か
急

鳥
々
突
々
は
閏
潟
し
た
實
讓
誓
輿
島
簡
の
人
雲
霧
し
、
宗
鑿
寵
薮
が
む
う
髪
る
。
婁
た
三
れ
象
、
穰
各
霞

と
つ
腕
蕊
議
二
蕊
連
鑿
取
農
ぃ
葎
ら
、
そ
し
、
掴
み
込
ん
だ
荷
物
を
列
の
學
形
研
露
大
喜
農
騒
誉
焔
援
っ
て
為

し
た
。
従
っ
て
、
蘆
負
蠅
れ
荒
覺
島
窪
鶴
漫
電
ぞ
空
で
亘
塞
畠
看
た
与
琶
っ
。
応
し
忘
毎
薑
・
屋
急

（
し
よ
）
隻
麗
襄
竪
人
に
誓
し
て
い
る
．
を
議
し
、
葡
操
傳
惟
咄
帳
こ
流
帳
吏
う
爵
し
三
葉
宝
も
に

「
十
島
村
文
化
財
調
査
報
告
賭
肝
麗
陪
伽
蹴
磨
瞳
肺
聯
世
第

脅
（
第
一
一
塁
」
の
一
部
を
賦
聖
葛
不
当
頁
一
九
九
四
年
）

せ
た
『
十
島
村
蟹
に
は
、
こ
の
通
手
形
が
。
「
明
治
三
年

「
差
出
」
と
記
赦
さ
れ
て
い
る
庚
午
七
月
ヨ
リ
龍
口
通
留
帳

多
く
の
「
通
手
迄
が
あ
る
。
中
之
島
郡
團
に
陸
ハ
点
あ

・
こ
れ
ら
の
通
手
形
は
、
薩
摩
も
る
。
船
頭
か
ら
中
之
島
郡
司
へ

人
に
報
告
し
て
い
る
。

ト
カ
ラ
の
通
手
形

ｏ●３
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iii鱗Ｉ
ｉｉ鰯

代米に琉米使う誹鯛馳剛納蠅舩駐鐇献
藩
は
中
之
島
の
飢
鰯
の
た
や
壬
へ
盈
黛
ど
し
孟
呼
き

め
、
棲
堕
全
し
逗
最
へ
、
琉
せ
て
い
た
。
塁
留
ぼ
、
赤
森

歩
寺
あ
て
て
い
る
。
虫
震
濯
丞
緊
塲
逗
製
撮
侭
野
ら

幕
不
、
燕
木
鰻
銀
交
證
チ
戸
あ
る
。
こ
の
扇
霞
は
ト
カ

つ
渥
輯
〕
て
い
る
。
一
八
四
一
ラ
に
迄
酒
田
易
光
聖
ほ
な

年
（
天
保
十
一
一
年
）
、
一
八
五
い
か
。
愉
筋
露
題
蚕
費
》
。

｜
｜
年
（
幕
氷
五
年
）
の
即
慰
が
（
童
覇
王
、
巽
念
貫
）

球
と
比
較
し
て
、
乗
組
人
数
の
て
き
た
の
だ
ろ
つ
か
。

み
記
赦
し
、
人
名
は
列
肥
し
て
Ｌ
ｉ
ト
カ
ラ
の
近
世
期
の
貢
租

い
な
い
点
で
異
な
っ
て
い
る
ｐ
は
、
鰹
節
・
煎
真
編
、
硫
黄
島
で

願
い
出
て
郡
司
の
保
証
を
受
あ
る
。
中
之
島
に
は
藩
か
ら
の

け
て
山
川
津
口
賭
所
船
御
改
拝
借
米
や
、
逆
に
返
済
米
と
し

－２８５－
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真
悪
石
嶋
へ
次
渡
盟
曙
寅
を
継
い
で
い
く
旱
船
で
あ
る
。

四
月
二
日
よ
り
同
互
口
迄
往
来
こ
と
で
は
臥
蛇
島
か
ら
中
之

次
飛
船
還
出
物
付
き
狸
に
よ

れ
ば
、
．
、
弐
枚
帆
四
艘

一
、
船
頭
水
手
一
一
落
弐
人
右

者
御
国
秬
倹
”
侶
團
郡
司
・
横

目
へ
被
仰
渡
之
御
用
封
、
島
次

を
以
臥
蛇
圏
よ
ぃ
次
来
た
り
申

侯
二
付
、
当
嶋
よ
り
飛
船
取
仕
．

秘
が
泓
腰
に
呉
服
四
Ｆ
あ
っ
か
洞
慶
ｏ
が
じ
ゃ
Ｄ

鱒
議
蛎
》
蕊
》
土
地
制
度
の
研
究

し
軍
』
の
曲
率
棚
こ
す
る
可
Ｔ
島
村
上
耐
Ⅸ
甥
和
疋
に

文
化
財
鯛
査
報
告
宿
（
第
一
一
「
刎
幽
凹
弄
霞

奄
美
の
課
題
Ｊ
ｂ
提
示

蝋
。
」
に
よ
□
て
璽
噛
が
理
臓
し
、
悪
肩
團

腕
輪
鼻
Ｓ
ｏ
ｏ
』
．
。
，
へ
次
唇
腹
し
托
勺

司
甲
高
麗
宙
瀝
の
關
一
八
四
一
」
年
佑
天
保
十
一
一
一
年
；
ろ
と
、
例
一
え
Ｗ
（
し
臆
庚
旧
時
層
薑
重
附
究
下
鼠
彊
汽
て
と
い
う
。

「
島
次
飛
船
」
と
は

奄
美
の
文
宙
で
し
ば
し
ば

「
圏
次
荊
船
」
蘆
塞
駅
凹
‐

と
い
う
用
贈
が
使
わ
れ
て
い

一
．
圏
祢
弼
腿
」
｜
塵
議
剛
性
‐
圃
麺
よ
り
七
選
⑦
複
人
の
郡
同
ご
と
で
新
た
な
船
を
準
備
す
八
号
）
参
照
○

阯
叩
鵡
棚
溌
鯆
赫
朏
附
顛
刎
側
羅
謂
縮
脇
季
川
騨
鵜
鼈
鐸
・
土
地
制
度
の
理
解

輿
）
四
月
二
日
よ
り
五
日
ま
で

往
復
四
日
か
か
っ
た
。
船
は
一

日
に
一
艘
（
そ
Ｂ
、
船
頭
と

水
手
で
八
人
の
割
で
、
船
四

艘
、
水
手
一
一
千
一
一
人
に
膨
同
Ｉ

日
数
四
日
、
壱
日
一
一
船
壱
鰻
水
島
悪
石
島
へ
の
島
逸
心
の
早

手
八
人
ツ
ツ
。
船
頭
中
之
島
之
船
で
あ
る
。
②
船
頭
は
同
じ
人

小
牧
熊
助
」
と
あ
る
ｏ
こ
れ
物
。
③
船
は
同
じ
で
な
く
島

は
藩
よ
り
七
島
の
役
人
の
郡
司
ご
と
で
新
た
な
船
を
箪
備
す

と
樹
自
へ
の
連
文
を
届
け
る
御
る
。
④
水
手
（
乗
組
員
）
も
一

盤
は
そ
の
反
対
で
途
中
、

と
理
解
で
き
る
。
肖
直
乗
飛

に
出
に
Ｋ
る
圏
次
飛

雷
…

の
島
で
新
た
よ
を
仕

｝
」
、
司
刊
や
ゾ
ハ
ロ
画
只
【

o●５
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’

で
行
く
公
用
の
阜
船
を
意
味
す
た
と
い
（
も
藩
は
数
戸
の
農
民
す
る
形
に
終
わ
り
、
一
般
的
な

る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
を
一
つ
の
門
（
か
ど
）
単
位
に
門
削
と
は
か
な
り
異
な
る
内
容

の
で
は
な
い
か
ｐ
な
お
い
・
「
直
組
綱
し
、
門
は
藩
に
対
し
て
税
と
な
っ
て
い
る
」
（
七
四
四

乗
飛
船
」
何
膳
除
府
Ｋ
隠
例
に
と
し
て
物
納
や
賦
役
（
ぷ
え
卵
）
と
い
一
宅
で
は
、
奄
美
は

に
よ
っ

懲繍蝋
議蝋！

を
一
つ
の
門
（
か
ど
）
単
位
に
門
削
と
は
か
な
り
異
な
る
内
容

組
綱
し
、
門
は
藩
に
対
し
て
税
と
な
っ
て
い
る
」
（
七
四
四

と
し
て
物
納
や
賦
役
（
ぷ
え
卵
）
と
い
一
宅
で
は
、
奄
美
は

き
）
が
あ
る
。
門
は
農
民
の
良
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
享
保
内

た
る
名
願
胎
み
』
宙
ぶ
と
と
数
検
で
地
検
幟
は
藩
と
同
一
で
あ

家
部
の
名
子
（
な
ｅ
で
一
門
り
、
門
創
制
度
を
導
入
し
毛
っ

を
栂
成
し
、
村
は
門
数
十
門
で
と
し
た
が
な
さ
れ
な
か
旦
伶

構
成
さ
れ
る
。
藩
は
こ
の
門
に
税
の
門
に
対
す
る
割
当
で
な

評
価
、
地
穐
作
目
と
収
穫

高
、
耕
作
者
名
が
必
ず
配
さ

れ
」
、
門
馴
制
度
が
導
入
さ
れ

く
、
十
五
戯
以
上
豚
汁
蹴
宋
鯛 iilii

－２８７－
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こ
に
は
当
時
の
人
々
や
富
山
先
鰔
防
之
瀬
島
の
御
岳
（
七
九
九

生
の
ト
カ
ラ
に
対
苛
ろ
見
方
が
脚
）
の
万
が
高
い
。
地
理
・
地

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
、
勢
も
無
想
磧
仏
袷
⑦
学
制
加

①
奄
美
の
人
之
に
と
っ
て
行
は
一
九
三
○
年
（
昭
和
五

極
剛
挫
と
意
馨
れ
て
い
た
歪
で
明
治
学
制
が
で
き
て

ト
カ
ラ
。
⑧
」
の
愚
Ⅲ
笹
へ
左
と
並
堵
国
が
「
見
捨
て
て

塵
（
愁
季
極
唾
訶
西

司
で
コ
ー
ー
フ
プ
し
一
．
’
１
雁
川
Ｌ
ｊ
１
Ⅱ
別
泪
刻

三
年
嗣
粕
丈
隼
）
四
曰
が

ら
四
六
年
三
月
ま
で
＋
窮
村
厩
宰
簡
圏
」
そ
「
島
里
嘱
等
圏
か
れ
た
環
境
に
対
し
「
銃
〒
い
宍
あ
か
。

（
じ
っ
と
『
そ
い
五
一
一
年
一
一
迄
騒
麺
の
慮
国
。
⑨
禽
廻
陸
憾
伴
い
偽
仰
腫
「
擢
裟
美
嚢
罰
Ｕ
、
奄

艮
肖
抓
島
「
ど
峯
石
色
村
が
夫
葛
劉
宮
内
で
あ
っ
て
‐
憧
腿
層
阻
奮
諏
、
ト
カ
フ
篝
竿
亀
窒
箭
℃
禧
税
ご

シ
呼
迩
里
エ
禽
圏
愚
褒
も
、
主
蒙
ぞ
一
重
厩
山
』
を
扇
腫
」
』
小
量
沿
鍬
丘
隊
蛙
鴎
瀝
雀
壇
弊
が
、

長
で
あ
っ
た
先
生
の
一
一
一
年
間
宇
検
村
の
翻
湾
岳
（
六
九
四
息
兀
戸
弓
。
Ｌ

職
藩
麟
堂
盃
禰
④
至
是

《鯛棚腓馴鴨鮫Ⅷ欲酬駄維師椒蝿鵬洲沖佃臘慨偲Ⅷｎ冊旧１匹馴舳鯛開脳棚繩臓

；
か
に
奄
築
と
関
係
が
深
い
か
を
十
闇
に
つ
い
て
脱
明
し
さ
っ
と
職
・
翻
鰄
を
国
亦
△
趣
で
な
と
し
て
う
な
ず
け
る
。
一
方
、

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
←
袷
愚
す
る
の
を
断
わ
り
、
．
「
自
分
で
く
、
自
分
の
眼
で
砿
随
し
な
同
時
期
、
卜
●
刀
フ
も
「
大
島
独

後
に
、
私
た
ち
は
卜
刀
Ｚ
垂
臨
ん
で
自
分
の
眼
で
砲
か
め
が
ら
深
め
て
い
っ
た
こ
と
で
立
経
済
」
に
含
ま
れ
て
い
た
。

う
恵
蹴
し
て
き
た
か
と
い
二
」
る
」
。
⑤
船
は
島
の
生
命
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
そ
の
時
期
を
卜
刀
フ
は
ど
う
み

と
を
検
肘
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
国
豈
挫
幽
を
の
赴
荏
唖
当
時
は
評
価
さ
れ
顧
み
な
か
っ
と
こ
と
に
「
穣
国
・
県
の
わ
ず
か
な
補
助
金
で
美
の
矛
盾
。
③
そ
の
中
で
奄
美

腕
み
ぱ
が
員
島
風
（
し
よ
）
て
い
な
か
っ
禧
③
し
か
し
、
慣
を
懸
臭
己
。

運
営
し
｝
皇
屋
袷
と
れ
が
奄
美
の
支
配
圏
と
島
民
の
内
部
矛

と
奄
美
史
理
解
の
手
が
か
り
を
断
わ
っ
た
ら
思
蹴
聖
の
教
育
富
山
先
生
が
』
」
に
述
べ
て
の
「
歴
史
的
貧
困
】
の
大
き
な
盾
。
④
島
民
の
運
動
の
な
か
で

い
く
つ
か
楓
肘
し
て
き
た
。
い
は
成
り
立
た
な
い
。
④
加
入
が
い
る
の
は
、
自
己
の
卜
四
つ
蔵
原
因
だ
と
い
《
で
そ
れ
は
そ
れ
県
補
助
が
増
額
し
た
と
い
う
島

ト
カ
ラ
を
見
る
眼

ｌ

故
冨
出
塑
窪
亦
一
九
九
一
一
一

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

！
島
蝋
と
奄
美
史
を
理
解
す
る
た
め
に

…

貴
重
な
問
題
提
起
書
熟
議

煙
…
櫃

「
奄
美
の
矛
盾
Ｌ
も
照
射
露
震

か
つ
た
が
へ
藩
政
期
の
飢
鰯

…
」
そ
「
島
…
圏
か
れ
薑
に
対
し
「
銃
預
毫

（
臺
圭
簗
傭

…
…
…
奄
…
密

村
警
護
内
で
ぁ
ぞ
…
菫
…
穂
…
…

問
圏
点
を
私
は
こ
れ
ま
で
幾
度
勇
の
忍
饗
器
鐸
色
研
究
を
道

し
、
一
方
で
自

毫
睦
陸
、
棗

o●ｅ

悪霊議菫弓削政己

蕊i蝋’
灘灘

鍵
騨

舅
砦
蓬
嘉
・
篭

応
な
ど
多
く
の
テ
ー
マ
が
あ

－２８８－



平成７（1995）年９月22日

恥
弓
削
氏
に
よ
る
と
、
東
璽
新
で
、
一
致
し
て
負
債
返
済
を
拒
だ
の
を
受
け
て
狸
脈
し
た
長
崎

間
は
約
一
一
一
年
十
カ
月
の
弗
行
期
否
（
一
一
一
方
法
運
動
）
す
る
島
民
繊
蘇
院
の
判
快
ｐ
首
い
渡
し
は

間
仲
に
奄
美
関
係
の
記
事
を
十
た
ち
に
対
し
へ
商
社
側
が
次
女
同
年
七
月
土
台
Ⅱ
，
’

八
回
も
掲
戦
○
関
連
す
る
五
極
と
提
訴
し
て
い
っ
た
も
の
ｂ
が
こ
の
控
訴
審
で
商
社
は
砂
糖

□
●
◆
●
０
●
●
■
■
●
■
●
一

類
の
朋
事
や
広
告
も
あ
り
、
搾
当
今
回
確
翻
さ
れ
た
判
決
文
は
五
千
一
一
百
九
十
一
斤
九
台
、
…
金
・

時
の
と
の
掴
の
新
聞
と
し
て
褐
、
第
四
七
四
弓
（
明
治
一
一
十
一
一
年
■
額
で
百
七
市
一
円
四
十
五
鎗
八

賊
頻
度
は
極
め
て
高
い
Ｐ
Ｌ
．
八
月
十
日
付
）
㈹
第
四
七
五
弓
脾
團
と
利
子
な
ど
合
わ
せ
て
百
九

今
回
確
翻
さ
れ
た
判
決
文
は
五
千
一
一
百
九
十
一
斤
九
台
、
…
金
．

、
第
四
七
四
弓
（
明
治
一
一
十
一
一
年
■
額
で
百
七
市
一
円
四
十
五
錨
八
発

八
月
十
日
付
）
㈹
第
四
七
五
号
‐
厘
と
利
子
な
ど
合
わ
せ
て
百
九

△
回
Ｔ
－
ｐ
Ｈ
Ｕ
に
掲
戦
○
・
南
十
七
円
九
十
一
銭
八
厘
を
鯛
求

刑舳鰄討議銅誘》罷壗鼬辨剥・一軍密雲》》齪感密密蒋鏥馥曰
．
『
側
の
砂
糟
解
価
価
格
ど
利
子
の
勅

霊■新資料弓削氏が発見
零L八辨糯の判決=も・０．・・・､０１．００．｡Ⅲ０．●.。｡000句■｡。

、

､

lｉｌｉｉ
－●
CO●

●●○ｓ 斤
か
か
そ
れ
存
当
時
の
園
内
の
判
所
大
島
支
庁
に
お
け
る
第
一
か
不
動
産
の
一
部
を
売
却
し
た
と

鮒
纈
蝋
慨
繩
製
織
鞭
・
燗
し
礎
蝋
州
空
鱒
蝋
醗
醗
鮴

蕊
蕊■

iii
蕊

覺
忠
露
蟇
臘
箙
穏
歩
逃
競
震
敗
琶
塵
鬮
慕
鎧
叩

g耐

Ｉ
斑

や
く

少
州
迩
鯨
審
刀
駆
評
し
た
南
鴫
興
鈩
鰭
」
当
大
島
糖
業
の
臓
輿
」

陥雌砿棚辨朏紳蛾洲洲腓馳雌駅野胴酬率俶鯛醐壁吐砿

鱗
稲
川
洲
悩
Ｋ
」
頂
金
捌
阿
淵
阯
家
》
“
肥
鬮
ほ
こ
れ
ま
で
幾
ワ
か
臓
魔

』》》》》》》》》一一一峠》》》》》詮』》》》》鍵》》》『

琵菅6琵菅6

聾1鴬鱒椴の鮒簡蘋禰i耐震蓼で爾寄｢；彌

騨|灘；
－２８９－



平成８（1996）年３月１８日

明
治
維
新
後
も
収
奪
さ
れ
、
そ
の
意
義
が
深
ま
っ
て
く

腕
け
た
奄
美
の
黒
糖
○
大
き
ゑ

な
槻
牲
を
払
い
な
が
ら
こ
の
ｉ
‐
認
最
も
興
味
を
引
か
れ
た
の

自
由
売
買
の
梱
利
を
勝
ち
取
は
弓
削
政
己
氏
に
よ
る
「
余

っ
た
勝
手
世
（
か
っ
て
ゆ
）
計
糖
」
売
り
上
げ
の
分
配
の

運
動
の
リ
ー
ダ
ー
・
丸
田
南
数
値
的
解
明
と
「
余
沢
金
」

里
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
の
問
題
○
・

十
日
へ
名
瀬
市
で
あ
っ
た
Ｐ
島
民
の
税
金
相
当
分
Ⅱ
貢

運
動
史
の
上
で
の
分
析
が
先
糖
Ⅱ
を
除
い
た
黒
糖
の
残

行
し
、
経
済
史
の
側
面
か
ら
ｂ
、
つ
ま
り
余
計
糖
の
商
社

の
検
証
が
課
題
と
雪
わ
れ
る
と
の
間
で
設
定
さ
れ
た
価
格

こ
の
運
動
○
五
氏
が
行
っ
た
で
島
民
と
の
分
配
は
ど
つ
だ

鋼
演
・
報
告
の
個
々
を
終
了
っ
た
か
。
ま
た
、
そ
の
価
格

後
に
時
間
を
か
け
て
組
み
合
を
上
回
る
大
阪
市
場
の
価
格

わ
せ
て
み
る
と
今
後
に
つ
な
ど
の
差
額
Ⅱ
余
沢
金
Ⅱ
の
扱

が
る
研
究
成
果
や
問
題
提
起
い
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
弓
削
氏
に
よ
る
と
、
明
治

き
、
頭
の
中
で
ジ
ワ
ジ
ワ
と
五
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た

分
配
方
式
で
は
黒
糖
価
格
を
な
る
。
弓
削
氏
は
こ
の
約
定

一
斤
当
た
り
一
貫
一
一
百
五
十
か
ら
そ
れ
以
前
の
分
配
額
を

文
で
固
定
○
一
２
つ
島
民
の
取

鬮
殖
・
り
分
は
七
百
五
十
＋
器
商
社
▼
．
；
》
．
．
．
！
；
．
．

棚函禧鋸歴崖州離が裁癖・リムロリ
譲
窪
恒
譲
哨
氾
金

だ
三
し
か
し
、
商
社
側
は
一
）
沢

鍵
繍
鐵
■
」
徽
畭

鰄
蕊
峡
洲

一
鶏
鯏
翰
窪
『
札
勤
余

一
鱗
鵜

一
命
鍋
註
嫡
塞
鵬
川
邦
鮴
織
轤
議
蕊
辮
鱒
撫
灘
鍵
鍵

勝
槻
切
収
奪
も
わ
か
そ
く
前
の
皇
民
の
…
糖
に
萱
一
方
で
国
冑

逆算したの薑こ霧露鵜鱸》鱗溌鯛蝋臘
の
分
籟
が
雲
に
な
る
七
年
に
…
沢
襄
ぞ
き
た
の
菫
商
社
翌
に
喜
覺

勝手世運動の実像に

己

丸
田
南
里
と
勝
手
世
運
動
を
島
県
は
旧
藩
以
来
の
緊
商
の

・
験
じ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
扣
保
趣
・
仲
介
で
経
済
的
利
益

曰
、
奄
葵
博
物
館
で
）
を
保
持
し
さ
っ
と
し
た
と
述

べ
、
新
た
な
商
人
の
名
査
示

し
た
。
真
栄
平
房
昭
氏
は
砂

南
里
の
帰
島
あ
た
り
か
ら
糖
を
手
掛
か
り
に
幣
藩
国
家

島
民
要
求
は
商
社
解
体
、
税
．
に
お
け
る
中
央
市
湖
と
周
辺

●
？
●
ロ
。
●
●

金
の
金
納
、
黒
糖
自
由
売
買
地
域
を
結
ぶ
生
産
・
流
通
関

な
ど
へ
と
昇
華
し
て
い
く
。
，
係
に
目
を
向
け
、
北
国
で
黒

だ
が
、
そ
れ
以
前
、
何
が
ど
糖
の
資
料
が
存
る
こ
と
を
挙

の
よ
う
に
島
民
に
不
満
だ
つ
げ
て
認
騒
隅
嵩
Ｅ
の
検
討

だ
の
か
。
バ
イ
ブ
ル
と
も
い
を
提
案
し
た
。
こ
れ
ら
を
格

え
る
『
名
瀬
市
董
で
も
臭
み
合
わ
せ
る
と
課
題
は
一
層

体
的
に
数
値
を
伴
っ
た
姿
と
広
が
る
。
．
（

し
て
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
欲
を
言
え
ば
報
告
者
同
士

今
回
の
シ
ン
ポ
蚕
」
の
一
端
の
質
疑
に
も
っ
と
時
間
が
ほ

が
明
一
亜
こ
れ
た
の
は
意
鰯
深
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
視
野

い
◎

・
を
国
内
他
地
域
、
世
界
に
広

南
里
の
帰
国
は
一
八
七
五
げ
、
年
代
も
広
げ
て
研
究
者

年
（
明
治
八
年
）
と
さ
れ
の
比
較
、
検
証
が
進
む
と
、

る
。
シ
ン
ポ
で
杉
山
伸
也
氏
勝
手
世
運
動
と
南
里
の
実
像

－２９０－
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